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右
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右
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はじ
め
に
こ
だ
い
か
ん
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
商
職
人
に
つ
い
て
、
わ
た
し
は
、
こ
れ
ま
で
仏
師
に
し
て
後
北
条
氏
の
小
代
官
と
し
て
活
躍
し
た
後
藤
氏
（「
後
北
条
氏
被
官
後
藤
氏
に
つ
い
て
」『
中
世
東
国
足
利
・
北
条
氏
の
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
。
初
ま
い
た
出
一
九
七
六
年
）、
後
北
条
氏
の
家
臣
に
し
て
「
鎌
倉
中
」
の
商
職
人
の
代
表
と
し
て
活
躍
し
た
蒔
田
氏
（「
鎌
倉
蒔
田
善
右
衛
門
家
く
ら
な
み
の
近
世
的
展
開
―
『
地
方
名
主
』・『
旧
家
』
へ
の
道
―
」『
鎌
倉
』
一
二
一
号
、
二
〇
一
六
年
）、
町
方
大
工
と
し
て
活
躍
し
た
蔵
並
氏
（「
戦
国
期
都
市
鎌
倉
に
関
す
る
一
考
察
―
特
に
材
木
座
蔵
並
氏
の
検
討
を
通
じ
て
―
」
佐
藤
博
信
編
『
中
世
東
国
の
政
治
と
経
済
中
世
東
国
論
６
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
を
通
じ
て
不
十
分
な
が
ら
検
討
を
試
み
て
き
た
。
た
だ
そ
れ
ら
で
は
、
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
言
及
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
白
井
永
二
編
『﹇
新
装
普
及
版
﹈
鎌
倉
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
）
に
も
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、
必
ず
し
も
注
目
さ
れ
る
存
在
で
は
な
い
と
自
己
評
価
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
う
か
つ
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
迂
闊
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
早
く
に
湯
山
学
「
鶴
岡
八
幡
宮
の
大
工
―
戦
国
期
・
鎌
倉
の
寺
社
付
属
職
人
―
」（『
南
関
東
中
世
史
論
集
四
鶴
岡
八
幡
宮
の
中
世
的
世
界
―
別
当
・
新
宮
・
舞
楽
・
大
工
―
』
私
家
版
、
一
九
九
五
年
。
初
出
一
九
八
九
年
。
以
下
、
湯
山
論
文
と
略
す
）
に
言
及
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
前
後
に
関
口
欣
也
「
解
題
―
中
世
の
鎌
倉
大
工
と
造
営
名
目
―
」（『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
―
建
造
物
篇
―
』
一
九
八
七
年
。
以
下
、
関
口
論
文
と
略
す
）・『
増
補
鎌
倉
の
古
建
築
』（
有
隣
新
書
、
二
〇
〇
五
年
）、『
神
奈
川
県
近
世
社
寺
建
築
調
査
報
告
書
（
本
文
篇
）』（
一
九
九
三
年
。『
近
世
社
寺
建
築
調
査
報
告
書
集
成
５
関
東
地
方
の
近
世
社
寺
建
築
（
３
）
神
奈
川
』
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
三
年
）、
奥
山
信
治
「
近
世
に
於
け
る
鎌
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（８２）
倉
大
工
の
造
営
活
動
」（『
鎌
倉
』
九
十
五
号
、
二
〇
〇
二
年
。
以
下
、
奥
山
論
文
と
略
す
）
な
ど
建
築
史
の
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
先
学
の
貴
重
な
成
果
を
改
め
て
学
び
、
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
と
し
て
の
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
活
動
と
そ
の
近
世
的
展
開
に
つ
い
て
、
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
従
来
十
分
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
古
河
公
方
足
利
氏
と
鎌
倉
商
職
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
し
た（
１
）い
。
第
一
章
「
渋
谷
文
書
」
に
み
る
渋
谷
氏
―
芳
春
院
周
興
の
被
官
職
人
―
渋
谷
氏
の
伝
来
文
書
は
、『
鎌
倉
市
史
史
料
編
第
三
・
第
四
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）
が
「
渋
谷
文
書
ハ
イ
マ
見
ル
ヲ
得
ズ
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
（
マ
マ
）
渋
井
文
書
并
ビ
ニ
相
州
文
書
ニ
ヨ
リ
テ
、
コ
ヽ
ニ
収
ム
」
と
記
す
通
り
、
す
で
に
散
逸
し
て
現
存
し
な
い
。
た
だ
近
世
末
期
の
①
「
相
州
文
書
所
収
鎌
倉
郡
渋
谷
惣
右
衛
門
所
蔵
文
書
」（『
改
訂
新
編
相
州
古
文
書
第
四
巻
』
〈
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
〉
は
惣
左
衛
門
と
す
る
。
ま
た
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
３
古
代
・
中
世
（
３
下
）』〈
一
九
七
九
年
〉
は
総
右
衛
門
と
す
る
）
に
は
、
三
通
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
九
月
十
二
日
の
内
閣
修
史
局
（
重
野
安
繹
）
の
採
訪
を
踏
ま
え
て
翌
年
三
月
に
作
成
さ
れ
た
現
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
②
「
渋
井
（
谷
）
文
書
」（
三
〇
七
一
、
三
七
―
三
二
。「
神
奈
（
川
脱
か
）
県
下
相
模
国
鎌
倉
郡
二
階
堂
村
渋
井
善
右
衛
門
蔵
書
」）
に
は
、
四
通
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い（
２
）る
。
併
せ
て
七
通
、
重
複
す
る
文
書
は
な
い
。
あ
る
段
階
で
の
分
割
が
予
想
さ
れ（
３
）る
。
な
お
、「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
の
鎌
倉
郡
二
階
堂
村
に
は
、
渋
谷
氏
関
連
の
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
「
渋
谷
文
書
」
七
通
が
改
め
て
注
目
さ
れ
た
の
は
、
は
る
か
後
年
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
『
鎌
倉
市
史
』
の
編
纂
過
（８３）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
程
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
本
調
査
の
結
果
、
当
時
す
で
に
渋
谷
氏
（
利
夫
氏
の
代
）
の
も
と
に
原
本
は
な
く
「
渋
谷
文
書
ハ
イ
マ
見
ル
ヲ
得
ズ
」
と
の
み
記
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
鎌
倉
番
匠
・
覚
園
寺
（
鎌
倉
市
二
階
堂
。
写
真
１
・
２
。
地
図
１
・
２
）大
工
と
呼
ば
れ
た
渋
谷
氏
の
伝
来
文
書
の
散
逸
は
、
都
市
鎌
倉
の
寺
院
史
・
商
職
人
史
の
う
え
か
ら
も
悔
や
ま
れ
る
。
と
は
い
え
、
写
本「
渋
谷
文
書
」の
七
通
が
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
本
稿
で
検
討
す
る
所
以
で
あ
る
。
な
お
、
先
述
の
通
り
、『﹇
新
装
普
及
版
﹈
鎌
倉
事
典
』
に
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
戦
国
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）に
は
、「
渋
谷
善
右
衛
門
尉
」・
「
渋
谷
惣
右
衛
門
尉
」（
鳥
居
和
郎
氏
執
筆
）・「
渋
谷
藤
三
」（
渋
谷
威
雄
氏
執
筆
）
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、『
鎌
倉
市
史
史
料
編
第
三
・
第
四
』
収
録
の
①
②
の
「
渋
谷
文
書
」
は
、
以
下
の
七
通
で
あ
る
。
１
丙
寅
（
永
禄
九
年
〈
一
五
六
六
〉）
七
月
三
日
付
渋
谷
善
右
衛
門
尉
宛
芳
春
院
周
興
書
出
（「
渋
井
（
谷
）
文
書
」
戦
古
一
四
一
五＝
神
七
四
写真１ 覚園寺山門
写真２ 覚園寺山門より参道をみる
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（８４）
　　覚園寺
　　建長寺
　　東慶寺
　　円覚寺
　　渋谷氏
　　河内氏
　　金子氏
　　高階氏
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
１
２
３
４
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
１
２
３
４
九（
４
）八
。
折
紙
）
２
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
十
二
月
十
八
日
付
渋
谷
善
右
衛
門
尉
宛
芳
春
院
周
興
官
途
状
（「
渋
井
（
谷
）
文
書
」
戦
古
一
四
一
八＝
神
八
〇
一
二
。
折
紙
）
３
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
六
月
二
十
九
日
付
芳
春
院
周
興
宛
足
利
義
氏
印
判
状
写（「
相
州
文
書
所
収
鎌
倉
郡
渋
谷
惣
右
衛
門
所
蔵
文
書
」
戦
古
九
九
四＝
神
八
三
九
二
。
折
紙
。
写
真
３
）
４
亥
九
月
五
日
付
北
条
家
伝
馬
印
判
状
写
（「
相
州
文
書
所
収
鎌
倉
郡
渋
谷
惣
右
衛
門
所
地図１ 鎌倉
国土地理院調製「鎌倉」（２万５千分の１地形図、２０１６年１月）
（８５）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
地図２ 薬師堂谷周辺図
坪内綾子「薬師堂谷 覚園寺と前身寺院」（高橋慎一朗編『鎌倉の歴史 谷戸めぐりのススメ』
高志書院、二〇一七年）より転載
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（８６）
蔵
文
書
」
戦
北
三
一
七
二＝
神
九
三
〇
〇
。
写
真
４
）
５
年
未
詳
四
月
十
一
日
付
芳
春
院
周
興
宛
安
藤
良
整
書
状
写
（「
相
州
文
書
所
収
鎌
倉
郡
渋
谷
惣
右
衛
門
所
蔵
文
書
」
戦
古
一
四
四
一＝
神
八
三
九
三
。
写
真
５
）
６
申
（
天
正
十
二
年
）
五
月
三
日
付
渋
谷
藤
三
宛
芳
春
院
松
嶺
書
出
（「
渋
井
（
谷
）
文
書
」
戦
古
一
四
七
八＝
神
八
九
七
〇
。
折
紙
）
７
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
十
一
月
二
十
一
日
付
渋
谷
惣
右
衛
門
尉
宛
芳
春
院
周
真
官
途
状
（「
渋
井
（
谷
）
文
書
」。
折
紙
）
こ
の
七
通
の
内
訳
は
、
①
「
相
州
文
書
所
収
鎌
倉
郡
渋
谷
惣
右
衛
門
所
蔵
文
書
」
（「
相
州
文
書
鎌
倉
郡
二
階
堂
村
大
工
渋
谷
惣
右
衛
門
所
蔵
三
通
」）＝
３
・
４
・
５
の
三
通
と
②
「
渋
井
（
谷
）
文
書
」＝
１
・
２
・
６
・
７
の
四
通
で
あ
る
。『
鎌
倉
市
史
』
の
「
渋
谷
文
書
」
は
、
①
②
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
戦
国
期
か
ら
近
世
末
期
ま
で
の
渋
谷
氏
に
は
善
右
衛
門
家
と
惣
右
衛
門
家
の
二
系
統
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
か
ら
分
類
す
る
と
、
①
「
渋
井
（
谷
）
文
書
」
四
通
は
善
右
衛
門
家
の
１
・
２
・
６
と
惣
右
衛
門
家
の
７
、
②
「
相
州
文
書
所
収
鎌
倉
郡
渋
谷
惣
右
衛
門
所
蔵
文
書
」
三
通
の
う
ち
二
通
は
善
右
衛
門
家
の
３
・
５
で
あ
る
が
、
４
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
。
善
右
衛
門
家
の
１
・
２
・
３
・
５
・
６
、
惣
右
衛
門
家
の
７
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
相
互
に
複
雑
に
入
り
込
ん
で
伝
来
し
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
が
、
②
「
相
州
文
書
所
収
鎌
倉
郡
渋
谷
惣
右
衛
門
所
蔵
文
書
」
を
含
め
て
、
ほ
ぼ
善
右
衛
門
家
文
書
で
あ
り
、
総
じ
て
善
右
衛
門
家
文
書
群
と
み
な
さ
れ
る
。
写真３ 足利義氏印判状写
（８７）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
そ
れ
で
は
、「
渋
谷
文
書
」
の
個
別
的
な
内
容
は
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
１
文
書
は
、
渋
谷
善
右
衛
門
の
古
河
公
方
足
利
義
氏
侍
臣
芳
春
院
季
龍
周
興
と
の
関
係
が
永
禄
七
年
（
一
五
六
六
）
八
月
の
義
氏
の
上
総
佐
貫
城
（
千
葉
県
富
津
市
佐
貫
。
地
図
３
）
か
ら
鎌
倉
へ
の
帰
座
（「
還
御
」）
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
義
氏
は
、
北
宝
戒
寺
に
屋
敷
を
構
え
、
奉
公
衆
以
下
も
、
そ
の
周
辺
に
屋
敷
を
構
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
周
興
は
、
渋
谷
善
右
衛
門
尉
（
ａ
）
に
様
々
な
「
細
工
」（
大
工
普
請
）
を
「
指
南
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。
周
興
は
、
永
禄
九
年
に
そ
の
善
右
衛
門
尉
（
ａ
）
の
活
動
に
対
し
て
「
両
人
之
御
扶
持
」
分
を
与
え
て
以
後
の
奉
公
も
命
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
間
で
の
「
指
南
」「
扶
持
」「
細
工
」
を
通
じ
た
契
約
関
係＝
被
官
関
係
の
成
立
を
意
味
し
た
の
で
あ
っ
た
。
周
興
が
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
渋
谷
氏
に
世
襲
官
途
善
右
衛
門
尉
（
ｂ
）
の
使
用
を
公
認
し
た
２
文
書
も
、
そ
の
延
長
上
の
所
産
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
古
河
公
方
足
利
義
氏
と
都
市
鎌
倉
―
特
に
『
鎌
倉
様
』
段
階
を
中
心
に
―
」『
千
葉
史
学
』
七
十
二
号
、
二
〇
一
八
年
）。
こ
の
世
襲
官
途
の
使
用
を
公
認
さ
れ
た
善
右
衛
門
尉
は
従
来
１
文
書
の
善
右
衛
門
尉
（
ａ
）
と
同
人
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
別
人
（
ｂ
）
で
１
文
書
の
善
右
衛
門
尉
（
ａ
）
の
子
息
・
後
継
者
で
あ
ろ
う
。
そ
の
善
右
衛
門
尉
（
ｂ
）
の
写真４ 北条家伝馬印判
状写写真５ 安藤良整書状写
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???
???
???
??
??
??
佐貫小田原
常陸
下総
上総
相模湾
安房
下野上野
武蔵
甲斐
駿河
伊豆
相模
時
代
を
語
る
の
が
、
３
・
４
・
５
・
６
文
書
で
あ
る
。「
鎌
倉
様
」
足
利
義
氏
が
永
禄
十
二
年
六
月
二
十
八
日
に
下
総
古
河
城
（
茨
城
県
古
河
市
。
地
図
３
）
に
移
座
し
て
以
降
も
被
官
関
係
を
継
続
さ
せ
て
い
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
３
文
書
は
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
義
氏
が
芳
春
院
殿
（
北
条
氏
綱
娘＝
足
利
晴
氏
室＝
足
利
義
氏
母
）
の
十
七
回
忌
に
併
せ
て
古
河
の
芳
春
院
客
殿
（
山
口
美
男
「
古
河
公
方
『
三
ケ
院
』
変
遷
の
考
察
」『
古
河
市
史
研
究
』
二
号
、
一
九
七
七
年
・「
補
足
古
河
公
方
『
三
ケ
院
』
の
前
身
に
つ
い
て
」
『
古
河
市
史
研
究
』
五
号
、
一
九
八
〇
年
）
を
造
営
し
た
際
に
活
動
し
た
善
右
衛
門
尉
（
Ｂ
）
に
芳
春
院
周
興
を
通
じ
て
印
判
状
を
認
め
称
賛
し
た
も
の
で
あ
る
。
地図３ 関東要図
（８９）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
６
文
書
の
「
申
」
年
は
『
鎌
倉
市
史
』
に
よ
っ
て
元
亀
三
年
の
「
申
」
に
比
定
さ
れ
た
が
、『
神
奈
川
県
史
資
料
編
３
古
代
・
中
世
（
３
下
）』（
神
八
九
七
〇
）
に
よ
っ
て
天
正
十
二
年
の
「
申
」
に
比
定
し
直
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
足
利
義
氏
は
天
正
十
年
閏
十
二
月
（
三
島
暦
）
二
十
六
日
に
死
去
し
、
遺
女
氏
姫
が
関
東
足
利
家
を
継
い
で
い
た
段
階
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
芳
春
院
主
も
天
正
七
年
七
月
十
八
日
の
周
興
死
去
を
う
け
て
松
嶺
昌
寿
が
跡
を
継
ぎ
、「
御
連
判
衆
」
筆
頭
と
な
っ
て
氏
姫
を
支
え
て
い
た
段
階
の
も
の
で
あ
っ
た
。
宛
所
の
藤
三
は
、
善
右
衛
門
尉
（
ａ
）
の
孫
、
善
右
衛
門
尉
（
ｂ
）
の
子
息
と
み
ら
れ
、
父
「
善
右
衛
門
尉
」
同
様
に
古
河
に
参
上
・
活
動
し
、「
老
父
同
前
弐
人
之
分
」
の
扶
持
を
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
５
文
書
も
、
善
右
衛
門
尉
（
ｂ
）
段
階
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
年
未
詳
で
あ
る
が
、
差
出
人
安
藤
良
整
（
入
道
名
良
整
の
初
見
は
永
禄
十
三
年
〈
一
五
七
〇
〉
と
も
元
亀
二
年
〈
一
五
七
一
〉
と
も
さ
れ
る
。「
仏
日
庵
文
書
」
神
七
九
八
三＝
戦
北
一
五
〇
二
）
の
こ
と
や
宛
所
芳
春
院
へ
の
「
鎌
倉
番
匠
善
右
衛
門
」
と
い
う
表
現
か
ら
「
鎌
倉
様
」
足
利
義
氏
が
古
河
に
移
座
し
て
以
降
に
し
て
芳
春
院
周
興
死
去
ま
で
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
鳥
居
氏
は
、
そ
の
間
の
天
正
三
年
に
比
定
さ
れ
る
。
本
文
書
は
、
善
右
衛
門
尉
（
ｂ
）
が
「
扶
持
」
を
え
つ
つ
「
世
上
之
細
工
」
を
し
て
「
賃
取
」
を
し
て
い
る
と
の
訴
え
が
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
佐
脇
栄
智
「
後
北
条
氏
の
職
人
衆
へ
の
課
役
に
つ
い
て
」『
後
北
条
氏
と
領
国
経
営
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。
初
出
一
九
七
九
年
）。
良
整
は
「
扶
持
」
主
体
の
古
河
の
周
興
に
こ
と
の
次
第
を
糾
し
善
右
衛
門
尉
（
ｂ
）
へ
「
番
匠
大
法
」
の
遵
守
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
４
文
書
は
「
亥
」
年
で
あ
る
の
で
、
永
禄
六
年
・
天
正
三
年
・
天
正
十
五
年
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
文
書
と
の
関
連
か
ら
天
正
三
年
の
「
亥
」
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。「
鎌
倉
之
番
匠
」
と
し
て
小
田
原
へ
公
方
役
奉
仕
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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７
文
書
は
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
に
周
真
が
渋
谷
氏
に
世
襲
官
途
の
惣
右
衛
門
尉
の
使
用
を
公
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
惣
右
衛
門
家
に
関
わ
る
唯
一
に
し
て
確
実
な
文
書
で
あ
る
。
周
真
の
存
在
は
ほ
か
で
は
確
認
出
来
な
い
も
の
の
、
周
興
に
繋
が
る
周
の
お
も
て
一
字
と
い
い
、
文
書
の
（
表
）
に
「
芳
春
院
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
鎌
倉
市
史
』
が
比
定
し
た
よ
う
に
芳
春
院
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
芳
春
院
院
主
は
天
正
十
九
年
頃
（「
さ
く
ら
市
教
育
委
員
会
所
蔵
喜
連
川
文
書
」
戦
古
一
四
八
五
）
ま
で
は
松
嶺
昌
寿
な
ど
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る（
５
）が
、
そ
の
後
の
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
段
階
に
は
、
そ
の
想
定
さ
え
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
人
に
比
定
さ
れ
よ
う
か
（「
喜
連
川
文
書
四
」
戦
古
一
四
八
六
）。
そ
れ
は
、
ま
た
古
河
足
利
家
の
氏
姫
を
支
え
る
「
連
判
衆
」
の
存
在
を
示
す
最
後
の
も
の
で
も
あ
る
（
湯
山
論
文
は
「
喜
連
川
頼
氏
は
渋
谷
氏
に
惣
右
衛
門
尉
の
官
途
を
与
え
た
」
と
解
す
る
）。
以
上
、「
渋
谷
文
書
」
七
通
の
内
容
的
な
検
討
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
み
え
る
渋
谷
氏
の
族
的
性
格
は
、
古
河
公
方
侍
臣
芳
春
院
周
興
・
周
真
の
被
官
職
人
と
し
て
の
姿
で
あ
っ
た
。
渋
谷
氏
宛
文
書
が
芳
春
院
か
ら
の
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
古
河
公
方
・
後
北
条
氏
か
ら
の
文
書
が
渋
谷
氏
宛
で
は
な
く
芳
春
院
宛
で
あ
る
こ
と
、
芳
春
院
の
渋
谷
氏
宛
文
書
の
料
紙
の
形
態
が
す
べ
て
折
紙
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
古
河
公
方
か
ら
直
接
文
書
を
受
領
し
う
る
公
方
被
官
職
人
と
し
て
の
「
鎌
倉
鍛
冶
」
職
人
福
本
氏
と
は
決
定
的
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
渋
谷
文
書
」
は
、
本
来
の
覚
園
寺
大
工
と
し
て
の
活
動
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
特
定
の
家
筋
で
あ
る
善
右
衛
門
家
と
惣
右
衛
門
家
の
古
河
公
方
侍
臣
芳
春
院
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
取
捨
選
択
さ
れ
伝
来
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
限
界
を
持
つ
こ
と
を
留
意
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
第
二
章
渋
谷
氏
の
諸
段
階
―
天
文
か
ら
明
治
ま
で
―
本
章
で
は
、
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
な
「
渋
谷
文
書
」
の
限
界
を
少
し
で
も
克
服
す
る
た
め
に
、
渋
谷
氏
の
活
動
の
歴
史
を
「
渋
（９１）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
谷
文
書
」
以
外
に
、
ま
た
近
世
・
近
代
に
ま
で
範
囲
を
少
し
広
げ
て
確
認
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
相
前
後
し
て
「
覚
園
寺
大
工
」
と
し
て
み
え
る
大
村
氏
を
含
め
て
作
成
し
た
の
が
、
次
の
〈
略
年
表
〉
で
あ
る
。
主
た
る
出
典
は
、『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
―
建
造
物
篇
―
』（
以
下
、
頁
数
を
示
す
）、『
神
奈
川
県
近
世
社
寺
建
築
調
査
報
告
書
（
本
文
篇
）』、『
覚
園
寺
』（
覚
園
寺
、
一
九
七
五
年
）、
大
森
順
雄
『
覚
園
寺
と
鎌
倉
律
宗
の
研
究
』（
有
隣
堂
、
一
九
九
一
年
）、『
特
別
展
覚
園
寺
―
開
山
智
海
心
慧
七
百
年
忌
記
念
―
』（
鎌
倉
国
宝
館
、
二
〇
〇
五
年
）、『
鎌
倉
近
世
史
料
十
二
所
編
』（
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
六
年
）、『
鎌
倉
近
世
史
料
浄
明
寺
編
（
下
）
二
階
堂
編
西
御
門
編
』（
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
）、
前
掲
関
口
論
文
と
前
掲
奥
山
論
文
、『
三
浦
古
文
化
』
八
・
九
・
十
三
号
と
『
鎌
倉
』
八
五
・
八
六
・
八
八
号
の
「（
鎌
倉
）
建
長
寺
近
世
史
料
」（
三
浦
勝
男
・
三
浦
浩
樹
両
氏
執
筆
分
）
な
ど
で
あ
る
。
〈
略
年
表
〉
①
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
の
「
大
工
筑
後
守
」（
三
十
八
歳
）。
七
六
九
頁
②
天
文
三
年（
一
五
三
四
）の「
大
工
鎌
倉
筑
後
作
也
」（「
宝
泉
寺
過
去
帳
扉
書
」『
藤
沢
市
史
第
一
巻（
資
料
編
）』一
九
七
〇
年
）
③
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
閏
正
月
八
日
の
「
か
く
お
ん
じ
ち
く
こ
と
の
」「
め
う
も
く
」
写
。
七
〇
四
頁
④
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
七
月
三
日
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
尉
」（
１
文
書
）
⑤
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
十
二
月
十
八
日
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
尉
」（
２
文
書
）
⑥
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
三
月
二
十
三
日
の
「
棟
梁
渋
屋
宗
右
衛
門
尉
盛
次
」（「
高
階
文
書
」
神
八
一
五
八
）
⑦
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）「
ち
く
と
の
め
う
も
く
ウ
ツ
シ
」
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
八
月
二
十
四
日
に
（
河
内
）
吉
左
衛
門
（
伝
吉
）
が
写
す
。
七
一
〇
頁
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⑧
年
未
詳
九
月
五
日
付
北
条
家
伝
馬
印
判
状
写
（
４
文
書
）
に
「
鎌
倉
之
番
匠
」
と
み
え
る
。
⑨
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
正
月
二
十
九
日
付
木
つ
る
・
肘
木
置
様
・
扇
垂
木
・
三
間
仏
殿
造
作
・
楼
門
名
目
「
か
く
ヲ
ン
□
ち
く
こ
八
十
一
さ
い
ノ
時
」。
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
七
月
二
十
四
日
に
河
内
吉
左
衛
門
（
伝
吉
）
が
写
す
。
七
〇
三
頁
⑩
天
正
四
年
正
月
晦
日
「
こ
れ
ヲ
か
く
、
ち
ク
こ
」。
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
七
月
二
十
五
日
に
河
内
吉
左
衛
門
（
伝
吉
）
が
写
す
。
七
〇
四
頁
⑪
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
の
「
善
右
衛
門
尉
」（
３
文
書
）
⑫
年
未
詳
四
月
十
一
日
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
」（
５
文
書
）
⑬
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
尉
」「
渋
谷
藤
三
」（
６
文
書
）
⑭
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
の
「
渋
谷
惣
右
衛
門
尉
」（
７
文
書
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑮
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
卯
月
五
日
付
三
間
仏
殿
名
目
に
「
か
く
お
ん
し
惣
右
門
め
う
も
く
か
く
ノ
こ
と
く
」「
か
く
ヲ
ン
惣
右
ヱ
き
く
ニ
て
□
か
く
な
り
」。
七
一
八
頁
⑯
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
正
月
二
十
一
日
付
五
間
仏
殿
名
目
に
「
か
く
ヲ
ン
ジ
惣
右
門
殿
マ
イ
ニ
て
ふ
し
ギ
な
る
事
よ
く
〳
〵
き
〻
わ
け
か
く
ノ
こ
と
く
ニ
候
」。
七
二
七
頁
⑰
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
十
二
月
十
八
日
付
鐘
楼
名
目
に
「
か
く
お
ん
し
惣
右
ヱ
門
め
い
も
く
□
（
な
）
り
ウ
ツ
シ
な
り
」。
七
二
八
頁
⑱
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
六
月
二
十
三
日
付
「
妙
杢
信
女
」
の
石
塔
（
覚
園
寺
「
渋
谷
家
墓
地
Ｂ
」）
（９３）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
⑲
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
二
月
吉
日
付
惣
右
衛
門
五
間
仏
殿
聞
書
以
下
三
点
の
表
紙
に
「
惣
右
ヱ
門
ひ
か
へ
」「
惣
右
ヱ
門
か
た
る
き
く
」。
七
四
九
・
七
五
〇
頁
⑳
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
七
月
二
十
五
日
の
「
惣
右
門
殿
」。
七
〇
七
頁
㉑
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
九
月
二
日
付
河
内
吉
左
衛
門
（
伝
吉
）
一
間
社
名
目
写
は
「
こ
れ
か
く
ヲ
ン
シ
ち
く
こ
と
の
め
う
も
く
ウ
ツ
シ
」。
七
四
八
頁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
㉒
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
九
月
十
三
日
付
「
□
□
信
士
」
の
石
塔
（
覚
園
寺
「
渋
谷
家
墓
地
Ａ
」）
㉓
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
三
月
十
三
日
付
「
大
法
師
清
□
」
の
石
塔
（
覚
園
寺
「
大
村
家
墓
地
」）
㉔
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
「
鎌
倉
二
階
堂
住
大
工
（
渋
谷
）
八
左
衛
門
」
㉕
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
月
十
日
付
腰
越
村
宝
善
院
本
堂
再
興
棟
札
の
「
大
工
鎌
倉
二
階
堂
住
大
村
忠
兵
衛
尉
興
重
」。
六
八
〇
頁
㉖
元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
二
月
付
鎌
倉
中
大
工
仲
間
議
定
に
み
え
る
（
渋
谷
）「
八
左
衛
門
」、（
渋
谷
）「
武
兵
衛
」、（
大
村
）
「
半
兵
衛
」「
忠
兵
衛
」（
興
重
）
な（
６
）ど
㉗
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
二
月
十
五
日
付
手
広
村
内
海
家
住
宅
ヒ
ロ
マ
上
部
大
梁
墨
書
銘
（
裏
）
に
「
大
工
鎌
倉
之
内
渋
谷
吉
兵
衛
精
房
、
同
四
郎
兵
衛
、
（
マ
マ
）
同
留
兵
衛
、
同
七
兵
衛
外
由
兵
衛
合
五
人
」
㉘
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
十
一
月
二
十
六
日
付
二
階
堂
住
吉
社
棟
札
に
「
渋
屋
武
兵
衛
生
年
五
十
五
、
同
吉
兵
衛
（
精
房
）
生
年
三
十
九
、
七
兵
衛
生
年
廿
歳
」「
渋
屋
八
左
衛
門
生
年
四
十
二
」、「
大
村
四
平
生
年
廿
四
」「
大
村
忠
兵
衛
（
興
重
）
生
年
五
十
一
、
同
新
太
郎
生
年
廿
二
」、
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（９４）
「
大
村
八
郎
右
衛
門
生
年
五
十
七
」、「
半
兵
衛
生
年
廿
九
」
な
ど
㉙
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）「
鎌
倉
二
階
堂
村
（
マ
マ
）
増
左
（
惣
右
か
）
門
（
マ
マ
）
形
延
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
㉚
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）「
覚
園
寺
渋
（
マ
マ
）
谷
傳
右
衛
門
」「
覚
園
寺
大
村
新
六
」
㉛
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）「
脇
大
工
」「
久
兵
衛
」
32
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）「
脇
棟
梁
大
村
久
兵
衛
」
33
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）「
大
工
棟
梁
」「
大
村
藤
右
衛
門
、
七
兵
衛
、
弥
惣
右
衛
門
、
市
郎
兵
衛
、
惣
七
郎
」
34
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）「
同
所
（
二
階
堂
邑
）」「
大
村
源
兵
衛
」「
渋
谷
銀
次
郎
」「
渋
谷
八
左
衛
門
」
35
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）「
薬
師
堂
谷
大
村
久
兵
衛
、
同
源
左
衛
門
、
同
源
八
弟
子
定
助
」
36
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
六
月
二
十
八
日
付
「
大
工
棟
梁
河
内
内
匠
助
、
脇
棟
梁
大
村
九
（
久
）
兵
衛
、
仕
手
同
弥
兵
衛
、
長
兵
衛
、
木
挽
頭
善
右
衛
門
、
人
足
使
代
官
森
惣
右
衛
門
」＝
「
棟
梁
河
内
内
匠
」「
脇
棟
梁
大
村
久
兵
衛
」「
弥
兵
衛
」「
長
兵
衛
」「
木
挽
善
右
衛
門
」「
代
官
惣
右
衛
門
」
37
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
八
月
二
十
九
日
付
「
鎌
倉
郡
覚
園
寺
大
工
大
村
源
左
衛
門
」
38
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
八
月
五
日
付
「
覚
園
寺
（
大
村
）
源
助
」
39
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
十
月
二
十
八
日
「
木
（
大
）
村
源
助
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40
文
政
年
代
の
「
雪
ノ
下
村
鶴
岡
八
幡
宮
文
政
度
再
建
記
録
写
」
に
「
大
工
肝
煎
岡
崎
源
内
・
岡
崎
宇
右
衛
門
久
右
衛
門
（
中
略
）
（９５）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
徳
右
衛
門
（
中
略
）
丈
太
郎
〆
十
四
人
」
41
「
相
州
文
書
」
段
階
の
「
渋
谷
惣
右
衛
門
」
42
天
保
〜
文
久
年
代
の
「
二
階
堂
村
名
主
久
左
衛
門
同
丈
太
郎
百
姓
代
徳
右
衛
門
」（「
山
境
証
之
事
」『
鎌
倉
近
世
史
料
浄
明
寺
編
（
下
）
二
階
堂
編
西
御
門
編
』）
43
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
十
一
月
十
五
日
「
工
匠
同
郡
（
鎌
倉
）
覚
園
寺
前
丈
太
郎
」
44
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
九
月
二
十
二
日
「
丈
太
郎
」
45
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
秋
か
ら
「
渋
谷
文
司
勝
明
」
に
よ
る
覚
園
寺
「
再
興
」
活
動
46
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
春
に
「
再
興
大
願
主
二
階
堂
村
渋
谷
文
司
勝
明
仏
工
同
村
荏
柄
立
川
乙
吉
」
に
よ
る
覚
園
寺
「
再
興
」
活
動
が
終
え
る
（「
薬
師
三
尊
像
胎
内
札
銘
」）
47
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
足
柄
上
郡
最
乗
寺
多
宝
塔
に
「
鎌
倉
世
話
方
幸（
７
）吉
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
六
月
葛
原
岡
神
社
創
建
同
志
人
名
簿
に
「
同
（
鎌
倉
）
郡
二
階
堂
村
渋
谷
善
右
衛
門
」（『
鎌
倉
市
史
近
代
史
料
編
第
一
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
49
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の
内
閣
修
史
局
採
訪
時
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
」
50
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
「
鎌
倉
町
字
二
階
堂
」「
渋
谷
安
太
郎
㊞
・
同
万
吉
㊞
・
同
善
右
衛
門
㊞
・
同
佐
七
㊞
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
「
渋
谷
孝
助
」・「
大
工
孝
助
」
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（９６）
52
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月
以
前
に
渋
谷
利
夫
氏
（
信
夫
・
照
夫
両
氏
の
父
）、
覚
園
寺
大
森
順
雄
住
職
よ
り
覚
園
寺
再
建
の
功
に
よ
り
「
覚
園
寺
棟
梁
」
の
称
号
を
う
る
。
53
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
渋
谷
工
務
店
（
信
夫
・
照
夫
両
氏
）
に
よ
る
浄
明
寺
熊
野
神
社
社
殿
改
築
工
事
以
上
、
整
理
す
れ
ば
、
渋
谷
氏
の
活
動
の
歴
史
は
、
①
天
文
二
年
の
「
大
工
筑
後
守
」
を
初
見
と
し
て
か
ら
⑭
慶
長
十
一
年
の
「
渋
谷
惣
右
衛
門
尉
」
ま
で
の
第
Ⅰ
段
階
（
補
注
１
）、
⑮
寛
永
十
年
か
ら
㉑
慶
安
五
年
の
「
惣
右
門
殿
」
ま
で
の
第
Ⅱ
段
階
、
㉔
元
禄
七
年
の
「
大
工
（
渋
谷
）
八
左
衛
門
」
か
ら
㉙
正
徳
二
年
の
「
（
マ
マ
）
増
左
（
惣
右
か
）
門
（
マ
マ
）
形
延
」
ま
で
の
第
Ⅲ
段
階
、
㉚
延
享
元
年
の
「
渋
（
マ
マ
）
谷
傳
右
衛
門
」
か
ら
39
文
化
十
一
年
の
「
木
（
大
）
村
源
助
」
ま
で
の
第
Ⅳ
段
階
（
補
注
２
）、
40
〜
44
文
政
・
天
保
年
代
の
「
丈
太
郎
」・
45
天
保
十
四
年
秋
の
「
渋
谷
文
司
勝
明
」
か
ら
46
弘
化
三
年
の
「
渋
谷
文
司
勝
明
」
ま
で
の
第
Ⅴ
段
階
、
48
明
治
十
五
年
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
」
か
ら
50
明
治
二
十
九
年
の
「
同
（
渋
谷
）
善
右
衛
門
」
ま
で
の
第
Ⅵ
段
階
、
51
明
治
四
十
四
年
か
ら
現
在
ま
で
の
Ⅶ
段
階
、
と
い
う
具
合
に
七
段
階
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
そ
の
諸
段
階
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
降
で
検
討
し
た
い
。
第
三
章
「
大
工
筑
後
守
」
の
登
場
―
惣
右
衛
門
家
と
善
右
衛
門
家
―
さ
て
、
第
Ⅰ
段
階
（
①
〜
⑭
）
と
第
Ⅱ
段
階
（
⑮
〜
㉑
）
の
特
徴
は
、
渋
谷
氏
と
し
て
最
初
に
確
認
さ
れ
る
人
物
①
「
大
工
筑
後
守
」
の
存
在
の
大
き
さ
で
あ
る
。「
大
工
筑
後
守
」
が
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
で
あ
る
こ
と
は
、
翌
年
の
②
の
「
大
工
鎌
倉
筑
後
」、
⑦
の
「
ち
く
と
の
め
う
も
く
（
名
目
）」、
⑨
の
「
か
く
ヲ
ン
□
（
覚
園
寺
）
ち
く
こ
（
筑
後
）
八
十
一
さ
い
（
歳
）
ノ
時
」、
⑩
の
「
ち
ク
こ
」
と
み
え
た
う
え
で
、
後
年
の
㉘
に
「
故
宮
天
文
二
年
癸
巳
成
矣
、
大
工
筑
後
守
造
之
、
自
厥
已
来
百
七
十
五
年
、
其
玄
孫
渋
屋
（
谷
）
武
兵
衛
、
続
於
高
祖
父
之
業
、
奉
造
此
宮
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
も
間
違
い
な
い
。
（９７）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
と
す
れ
ば
、
渋
谷
筑
後
守
は
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
の
生
れ
で
①
の
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
当
時
三
十
八
歳
、
す
で
に
永
正
年
代
中
末
期
に
は
活
動
を
始
め
て
い
た
と
推
察
さ
れ（
８
）る
。
し
か
も
、
そ
の
秀
で
た
技
量
は
、
筑
後
守
の
纏
め
た
建
築
関
係
の
技
術
項
か
わ
う
ち
目
を
集
成
し
た
（
仮
題
）「
鎌
倉
造
営
名
目
」（
⑦
）
が
後
年
扇
谷
坂
中
の
建
長
寺
大
工
河
内
吉
左
衛
門
伝
吉
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
（
⑮
〜
⑰
・
⑲
〜
㉑
）
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
筑
後
守
が
大
工
渋
谷
氏
の
家
祖
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
人
物
と
な
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
筑
後
守
は
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
段
階
に
「
か
く
ヲ
ン
□
ち
く
こ
八
十
一
さ
い
」
と
あ
る
の
を
み
る
と
、
そ
の
隠
居
と
と
も
に
後
継
者
と
な
っ
た
人
物
（
子
息
か
）
が
、
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
に
み
え
る
「
渋
屋
（
谷
）
宗
（
惣
）
右
衛
門
尉
盛
次
」（
中
世
で
実
名
が
確
認
さ
れ
る
唯
一
例
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。
筑
後
守
は
、
当
時
七
十
八
歳
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
永
禄
六
年
（
一
た
か
し
な
や
ま
の
い
五
六
三
）
十
二
月
に
焼
失
し
た
円
覚
寺
仏
殿
再
建
の
設
計
図
裏
書
に
「
大
工
高
階
大
和
守
次
泰
」「
棟
梁
弟
子
山
井
清
三
為
定
」
と
並
ん
で
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
円
覚
寺
大
工
「
高
階
大
和
守
次
泰
」、
そ
の
も
と
に
「
山
井
清
三
為
定
」、「
渋
屋
宗
右
衛
門
尉
盛
次
」
が
加
わ
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。「
高
階
大
和
守
次
泰
」
と
名
前
を
連
ね
た
だ
け
で
も
、
そ
の
秀
で
た
技
量
が
二
代
に
渡
っ
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
。
こ
の
「
渋
屋
宗
右
衛
門
尉
盛
次
」
の
後
継
者
（
子
息
か
）
が
慶
長
年
代
の
渋
谷
惣
右
衛
門
尉
⑭
（
⑬
の
藤
三
に
は
非
ず
）、
そ
の
次
の
世
代
が
寛
永
年
代
の
惣
右
衛
門
（
⑮
⑯
⑰
）、
次
い
で
慶
安
年
代
の
惣
右
衛
門
（
⑲
⑳
㉑
）、
そ
の
後
継
者
が
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
生
れ
で
元
禄
・
宝
永
年
代
に
活
躍
し
た
武
兵
衛
（
㉖
㉘
）
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
㉙
「
二
階
堂
村
（
マ
マ
）
増
左
門
」＝
「
二
階
堂
村
惣
右
門
」
の
可
能
性
が
高
く
武
兵
衛
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
）。
武
兵
衛
は
筑
後
守
を
「
高
祖
父
」
と
呼
び
、
み
ず
か
ら
を
そ
の
「
玄
孫
」
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
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以
上
、
第
Ⅰ
段
階
と
第
Ⅱ
段
階
の
渋
谷
氏
の
歴
代
と
し
て
、
天
文
年
代
の
筑
後
守
↓
永
禄
・
元
亀
年
代
の
「
渋
屋
宗
右
衛
門
尉
盛
次
」
↓
慶
長
年
代
の
渋
谷
惣
右
衛
門
尉
↓
寛
永
年
代
の
惣
右
衛
門
↓
慶
安
年
代
の
惣
右
衛
門
↓
元
禄
・
宝
永
年
代
の
武
兵
衛
に
至
る
一
筋
の
流
れ
を
見
通
し
た
。
た
だ
そ
こ
で
の
問
題
は
、
善
右
衛
門
家
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
善
右
衛
門
家
自
体
は
、
第
Ⅰ
段
階
で
は
、
④
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
七
月
三
日
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
尉
」、
⑤
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
十
二
月
十
八
日
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
尉
」、
⑪
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
の
「
善
右
衛
門
尉
」、
⑫
年
未
詳
四
月
十
一
日
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
」、
⑬
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
尉
」
と
い
う
形
で
確
認
さ
れ
、
④
↓
⑤
↓
⑬
の
三
世
代
が
想
定
さ
れ
る
し
、
惣
右
衛
門
家
と
の
関
係
で
は
④
⑤
の
両
人
が
永
禄
・
元
亀
年
代
の
「
渋
屋
宗
右
衛
門
尉
盛
次
」
の
時
代
、
⑬
が
慶
長
年
代
の
渋
谷
惣
右
衛
門
尉
の
時
代
に
お
の
お
の
対
応
す
る
の
で
、
善
右
衛
門
家
と
惣
右
衛
門
家
は
、
分
立
競
合
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
両
家
の
軌
跡
を
み
る
と
、
一
見
対
照
的
な
両
家
の
動
き
―
善
右
衛
門
家
は
芳
春
院
の
被
官
化
を
通
じ
て
鎌
倉
番
匠
と
し
て
の
地
位
を
確
保
す
る
と
と
も
に
「
世
上
之
細
工
」
に
よ
る
「
賃
取
」
を
行
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
惣
右
衛
門
家
は
円
覚
寺
仏
殿
再
建
に
「
棟
梁
」
と
し
て
加
わ
る
と
同
時
に
名
目
を
作
成
す
る
な
ど
筑
後
守
以
来
の
秀
で
た
技
術
水
準
を
示
し
た
―
が
み
え
る
が
、
芳
春
院
周
興
自
身
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
十
月
二
十
四
日
に
覚
園
寺
地
蔵
堂
（
黒
地
蔵
）
に
扁
額
「
天
地
殿
」
を
奉
納
す
る
な
ど
（『
特
別
展
覚
園
寺
―
開
山
智
海
心
慧
七
百
年
忌
記
念
―
』）、
覚
園
寺
と
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
渋
谷
氏
と
の
関
係
出
来
は
そ
の
延
長
上
の
所
産
で
あ
っ
た
し
、
両
者
の
関
係
は
「
指
南
」「
扶
持
」
と
官
途
使
用
の
公（
９
）認
に
象
徴
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。「
扶
持
」
は
善
右
衛
門
家
中
心
の
「
渋
谷
文
書
」
か
ら
は
惣
右
衛
門
家
の
場
合
を
知
り
え
な
い
が
、
官
途
は
⑭
に
よ
っ
て
惣
右
衛
門
家
も
同
様
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
惣
右
衛
門
家
の
前
史
も
、
善
右
衛
門
家
と
同
様
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
に
共
（９９）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
通
す
る
の
は
、
円
覚
寺
仏
殿
や
古
河
の
芳
春
院
客
殿
の
造
営
に
関
わ
り
え
た
秀
で
た
技
量
で
あ
っ
た
。
両
家
は
、
分
立
競
合
し
つ
つ
職
能
集
団
と
し
て
の
族
的
展
開
を
遂
げ
て
い
た
の
で
あ（
１０
）る
。
そ
れ
が
、
第
Ⅱ
段
階
以
降
に
な
る
と
、
仮
名
善
右
衛
門
が
み
え
な
く
な
り
、
そ
れ
が
ふ
た
た
び
み
え
る
の
が
、
後
年
の
第
Ⅵ
段
階
く
ず
は
ら
お
か
に
な
っ
て
か
ら
な
の
で
あ
る
。
48
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
六
月
付
葛
原
岡
神
社
（
鎌
倉
市
梶
原
）
創
建
同
志
人
名
簿
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
」、
49
同
十
八
年
の
内
閣
修
史
局
採
訪
段
階
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
」、
50
同
二
十
九
年
二
月
付
小
学
校
（
現
在
の
鎌
倉
市
立
第
二
小
学
校
）
建
設
用
積
立
金
議
定
書
の
「
同
（
渋
谷
）
善
右
衛
門
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
仮
名
善
右
衛
門
の
第
Ⅰ
段
階
↓
﹇
第
Ⅱ
・
第
Ⅲ
・
第
Ⅳ
・
第
Ⅴ
段
階
﹈
↓
第
Ⅵ
段
階
の
推
移
は
如
何
に
理
解
さ
れ
よ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
仮
名
善
右
衛
門
の
有
無
だ
け
で
存
在
の
存
否
を
云
々
す
る
の
は
危
険
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
仮
名
惣
右
衛
門
も
﹇
第
Ⅱ
・
第
Ⅲ
・
第
Ⅳ
・
第
Ⅴ
段
階
﹈
に
近
世
的
な
武
兵
衛
な
ど
の
名
乗
り
で
代
位
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
善
右
衛
門
も
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ（
１１
）る
。
そ
の
う
え
で
、
戦
国
期
以
来
の
由
緒
あ
る
仮
名
善
右
衛
門
が
第
Ⅵ
段
階
に
ふ
た
た
び
み
え
る
背
景
に
は
、
そ
れ
な
り
に
別
な
理
由
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
渋
谷
氏
全
体
が
第
Ⅰ
段
階
か
ら
第
Ⅱ
段
階
の
間
に
大
き
な
性
格
変
化
―
天
正
十
八
年
以
降
の
後
北
条
氏
滅
亡
・
芳
春
院
消
滅
に
よ
る
被
官
職
人
と
し
て
の
族
的
性
格
の
喪
失
に
よ
っ
て
覚
園
寺
大
工
と
し
て
再
び
活
動
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
―
を
遂
げ
る
過
程
で
、
善
右
衛
門
家
が
惣
右
衛
門
家
と
は
異
な
る
な
ん
ら
か
の
内
的
事
情
を
包
含
し
た
可
能
性
自
体
は
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
存
在
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
て
よ（
１２
）い
。
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第
四
章
覚
園
寺
大
工
の
分
立
―
惣
右
衛
門
家
・
八
左
衛
門
家
・
大
村
家
―
前
章
で
み
た
惣
右
衛
門
家
と
善
右
衛
門
家
の
軌
跡
を
〈
略
年
表
〉
で
の
諸
段
階
に
比
定
す
れ
ば
、
第
Ⅰ
段
階
は
惣
右
衛
門
家
と
善
右
衛
門
家
両
家
の
時
代
、
第
Ⅱ
段
階
は
惣
右
衛
門
家
の
時
代
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
第
Ⅲ
段
階
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
㉔
か
ら
㉙
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
諸
氏
の
軌
跡
で
あ
る
。
そ
の
点
、
一
つ
は
、
㉖
㉗
㉘
㉙
に
み
ら
れ
る
従
来
か
ら
の
惣
右
衛
門
家
の
武
兵
衛
ら
の
活
動
で
あ
る
。
二
つ
は
、
㉔
㉖
㉘
に
み
ら
れ
る
「
大
工
八
左
衛
門
」＝
「
渋
屋
（
谷
）
八
左
衛
門
」
の
登
場
で
あ
る
。
こ
の
八
左
衛
門
家
が
旧
来
の
惣
右
衛
門
家
や
善
右
衛
門
家
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
単
独
で
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
惣
右
衛
門
家
や
善
右
衛
門
家
の
一
構
成
員
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
渋
谷
氏
の
有
力
な
別
系
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
そ
の
活
動
の
芽
は
十
分
に
第
Ⅱ
段
階
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
つ
は
、
㉕
㉖
㉘
㉚
に
み
ら
れ
る
大
村
忠
兵
衛
尉
興
重
（
大
村
氏
で
実
名
が
確
認
さ
れ
る
初
見
）・
大
村
半
兵
衛
・
忠
兵
衛
（
興
重
）・
四
平
・
半
兵
衛
な
ど
と
い
う
具
合
に
大
村
氏
の
大
々
的
な
登
場
で
あ
る
。
大
村
氏
は
第
Ⅰ
段
階
に
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
こ
そ
現
在
の
と
こ
ろ
㉕
が
、
そ
の
初
見
で
あ
る
。
渋
谷
氏
と
の
関
係
自
体
も
不
明
で
あ
り
、
ま
た
も
と
も
と
覚
園
寺
大
工
で
あ
っ
た
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動
の
芽
は
、
や
は
り
第
Ⅱ
段
階
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
（
１３
）る
。
そ
の
後
の
活
動
は
39
ま
で
確
認
さ
れ
、
一
時
は
渋
谷
氏
を
凌
ぐ
程
で
あ
っ
た
。
㉖
の
鎌
倉
大
工
仲
間
議
定
に
も
み
え
、
独
立
し
た
営
業
主
体
と
し
て
認
知
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
居
住
空
間
は
、
㉕
で
「
大
工
鎌
倉
二
階
堂
住
大
村
忠
兵
衛
尉
興
重
」
と
み
え
る
一
方
、
35
で
「
薬
師
堂
谷
大
村
久
兵
衛
、
同
源
左
衛
門
、
同
源
八
弟
子
定
助
」
と
も
み
え
る
。
薬
師
堂
谷
は
、
「
荏
柄
天
神
社
と
鎌
倉
宮
に
挟
ま
れ
た
谷
戸
の
開
口
部
か
ら
、
薬
師
堂
川
沿
い
北
北
西
に
伸
び
鷲
峰
山
へ
と
至
る（
１４
）谷
」
と
さ
れ
、
近
（１０１）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
世
に
は
二
階
堂
村
小
名
薬
師
堂
谷
と
し
て
み
え
る
地
域
で
あ
る
（「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」）。
す
な
わ
ち
、
覚
園
寺
大
工
の
構
成
は
、
第
Ⅲ
段
階
は
惣
右
衛
門
家
・
一
族
八
左
衛
門
家
・
非
一
族
大
村
家
三
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
Ⅰ
段
階
の
惣
右
衛
門
家
と
善
右
衛
門
家
両
家
の
時
代
、
第
Ⅱ
段
階
の
惣
右
衛
門
家
の
時
代
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
第
Ⅲ
段
階
の
惣
右
衛
門
家
の
立
ち
位
置
は
、
そ
の
作
業
を
単
独
で
な
し
え
た
の
は
㉗
の
内
海
家
住
宅
の
改
築
く
ら
い
で
、
そ
れ
以
外
は
八
左
衛
門
家
や
大
村
家
と
の
共
同
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
絶
対
的
な
優
位
は
想
定
し
難
い
の
で
あ
る
。
共
同
作
業
に
よ
る
村
の
鎮
守
住
吉
社
（
再
建
さ
れ
て
現
存
）
の
「
再
建
」
を
惣
右
衛
門
家
の
武
兵
衛
が
「
大
工
筑
後
守
」
の
「
玄
孫
」
と
し
て
「
高
祖
父
之
業
」
を
「
続
」
け
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
そ
の
氏
子
工
匠
と
し
て
の
由
緒
と
伝
統
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
の
も
、
そ
の
裏
返
し
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
八
左
衛
門
家
と
大
村
家
の
活
動
の
芽
が
第
Ⅱ
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
そ
の
前
後
の
社
会
構
造
の
変
化
の
大
き
さ
が
窺
わ
れ
る
次
第
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
家
に
よ
る
最
大
の
社
会
的
貢
献
は
、
元
禄
十
年
十
月
十
二
日
に
鎌
倉
を
襲
っ
た
元
禄
地
震
と
そ
れ
に
続
く
元
禄
十
六
年
「
仲
冬
（
十
一
月
）
廿
二
夜
、
大
地
震
烈
」
後
の
復
興
活
動
で
あ
っ（
１５
）た
。
そ
れ
は
、
㉕
の
大
村
家
の
宝
善
院
本
堂
再
建
、
㉗
の
渋
谷
氏
の
内
海
家
住
宅
の
改（
１６
）築
、
㉘
の
渋
谷
・
大
村
両
家
の
総
力
を
あ
げ
て
の
二
階
堂
村
の
鎮
守
住
吉
社
の
再
建
に
象
徴
さ
れ
よ
う
。
そ
の
他
、
宝
永
元
年
・
同
四
年
の
覚
園
寺
薬
師
堂
諸
像
（
薬
師
如
来
、
日
光
・
月
光
菩
薩
、
十
二
神
将
）
の
修
復
に
も
「
仏
工
扇
谷
住
三
橋
左
京
（
重
信
）」（『
特
別
展
覚
園
寺
―
開
山
智
海
心
慧
七
百
年
忌
記
念
―
』）
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
三
家
の
参
加
も
十
分
想
定
さ
れ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
正
月
の
鶴
岡
八
幡
宮
諸
堂
以
下
焼
失
（「
雪
ノ
下
村
鶴
岡
八
幡
宮
文
化
度
神
器
等
焼
失
調
書
」『
鎌
倉
市
史
近
世
史
料
編
第
二
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
。
松
谷
文
吾
「
鎌
倉
紙
魚
風
土
記
（
二
）」『
鎌
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１０２）
倉
』
二
号
、
一
九
五
九
年
）
後
の
再
建
に
（
40
）、
ま
た
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
二
月
・
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
一
月
な
ど
の
地
震
（
浪
川
幹
夫
「
相
州
南
東
部
に
お
け
る
嘉
永
・
安
政
期
の
地
震
に
つ
い
て
―
鎌
倉
方
面
の
諸
相
を
含
め
て
―
」『
鎌
倉
』
一
一
三
号
、
二
〇
一
二
年
）
後
の
復
興
、
な
ど
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
三
家
は
、
み
ず
か
ら
甚
大
な
自
然
災
害
（
地
震
・
飢
饉
な
ど
）
を
う
け
な
が
ら
も
覚
園
寺
再
建
の
み
な
ら
ず
鎌
倉
各
地
の
寺
社
・
民
家
の
再
建
に
尽
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。
三
家
も
加
わ
っ
た
㉖
の
鎌
倉
中
大
工
仲
間
議
定
は
、
そ
の
震
災
後
の
普
請
の
際
の
入
札
や
仲
間
同
士
の
心
構
え
な
ど
を
示
し
た
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
る
（
浪
川
幹
夫
「
元
禄
地
震
・
宝
永
富
士
山
噴
火
と
鎌
倉
」『
鎌
倉
』
一
一
一
号
、
二
〇
一
一
年
）。
第
五
章
覚
園
寺
大
工
大
村
家
の
登
場
―
渋
谷
氏
の
衰
退
―
前
章
で
み
た
惣
右
衛
門
家
・
一
族
八
左
衛
門
家
・
大
村
家
の
第
Ⅲ
段
階
は
、
渋
谷
氏
の
活
動
は
㉙
の
正
徳
年
代
に
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
㉚
の
延
享
年
代
の
「
覚
園
寺
渋
（
マ
マ
）
谷
傳
右
衛
門
、
覚
園
寺
大
村
新
六
」
の
「
渋
（
マ
マ
）
谷
傳
右
衛
門
」
や
34
宝
暦
年
代
の
「
渋
谷
銀
次
郎
」「
渋
谷
八
左
衛
門
」
を
除
い
て
39
の
文
化
十
一
年
ま
で
史
料
的
に
は
大
村
家
の
み
の
活
動
と
な
っ
て
終
り
を
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
村
家
の
時
代
を
第
Ⅳ
段
階
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
第
三
段
階
の
覚
園
寺
大
工
三
本
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
八
左
衛
門
家
は
、
そ
の
宝
暦
年
代
以
後
史
料
的
に
は
確
認
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
の
大
村
家
の
活
動
の
特
徴
は
、
建
長
寺
関
係
の
仕
事
を
そ
の
大
工
河
内
家
を
棟
梁
と
す
る
な
か
で
、
副
棟
梁
32
36
・
脇
大
工
㉛
と
し
て
勤
め
た
例
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
36
の
建
長
寺
山
門
上
棟
式
の
際
に
は
、
脇
棟
梁
大
村
久
兵
衛
は
、
棟
梁
河
内
内
匠
・
弥
兵
衛
・
藤
右
衛
門
・
吉
右
衛
門
ら
と
同
等
な
待
遇
を
う
け
（「
建
長
寺
近
世
史
料
（
一
）」。『
鎌
倉
』
八
十
五
号
、
一
九
九
七
年
）、
39
（１０３）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
の
建
長
寺
法
堂
上
棟
式
の
際
に
も
、
大
村
源
助
は
、
棟
梁
河
内
内
匠
介
・
脇
棟
梁
河
内
長
左
衛
門
・
河
内
伝
兵
衛
・
河
内
吉
左
衛
門
（
１７
）ら
と
同
等
な
待
遇
を
う
け
て
お
り
（「
建
長
寺
常
住
日
記
七
」『
鎌
倉
志
料
』
第
十
巻
、
二
〇
〇
七
年
な
ど
）、
い
ず
れ
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
河
内
氏
と
の
関
係
は
、
渋
谷
筑
後
守
・
惣
右
衛
門
・
武
兵
衛
以
来
の
も
の
か
に
も
み
え
る
。
大
村
氏
は
、
そ
の
他
、
複
数
の
寺
社
に
対
し
て
棟
梁
と
し
て
鎌
倉
の
報
国
寺
33
、
さ
ら
に
武
蔵
金
沢
瀬
戸
社
（
横
浜
市
金
沢
区
瀬
だ
い
ど
う
戸
）
の
修
復
工
事
に
地
元
大
道
村
大
工
永
嶋
文
左
衛
門
ら
と
と
も
に
「
鎌
倉
覚
園
寺
大
工
大
村
源
左
衛
門
」
37
と
し
て
加
わ
る
な
ど
、
広
範
な
活
動
振
り
を
示
し
て
い
る
（『
特
別
展
瀬
戸
神
社
〜
海
の
守
護
神
〜
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
三
年
）。
そ
れ
を
支
え
る
族
的
展
開
が
す
で
に
第
Ⅱ
段
階
に
準
備
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
覚
園
寺
と
い
う
以
上
に
建
長
寺
・
報
国
寺
・
瀬
戸
社
な
ど
と
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
の
は
、
覚
園
寺
自
体
の
退
転
も
あ
る
に
せ（
１８
）よ
、
同
じ
覚
園
寺
大
工
と
は
い
え
、
戦
国
期
以
来
の
渋
谷
氏
と
は
、
そ
の
従
属
度
に
お
い
て
濃
淡
が
存
在
し
、
そ
れ
が
39
を
最
後
に
忽
然
と
み
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事（
１９
）態
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
第
Ⅳ
段
階
の
大
村
家
の
時
代
が
終
焉
に
至
る
契
機
は
、
一
体
な
ん
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
覚
園
寺
は
、
大
村
家
の
活
動
の
終
見
で
あ
る
39
か
ら
40
の
丈
太
郎
登
場
の
間
の
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
十
月
五
日
の
火
災
で
庫
裏
を
焼
失
し
（「
渋
谷
文
司
勝
明
位
牌
銘
」）、
さ
ら
に
無
住
時
代
の
「
天
保
之
中
頃
」（「
同
年
未
」
年＝
天
保
六
年
）
に
院
代
儀
英
と
寺
目
代
源
兵
衛
に
よ
る
江
戸
出
開
帳
で
「
金
三
百
両
余
」
の
借
財
を
生
み
、「
散
佚
寺
禄
、
伐
木
樹
林
」
と
い
う
寺
勢
の
極
限
事
態
に
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（「
覚
園
寺
文
書
」「
薬
師
三
尊
像
胎
内
札
銘
」『
鎌
倉
市
史
史
料
編
第
一
』）。
そ
の
点
と
の
関
わ
り
も
大
い
に
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
は
現
在
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
。
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１０４）
第
六
章
渋
谷
文
司
の
登
場
―
覚
園
寺
の
再
建
―
そ
の
大
村
家
の
活
動
が
史
料
的
に
み
え
な
く
な
っ
て
か
ら
二
十
数
年
後
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
40
文
政
年
代
の
「
大
工
肝
煎
岡
崎
源
内
・
岡
崎
宇
右
衛
門
久
右
衛
門
（
中
略
）
徳
右
衛
門
（
中
略
）
丈
太
郎
〆
十
四
人
」、
42
天
保
〜
文
久
年
代
の
「
二
階
堂
村
名
主
久
左
衛
門
同
丈
太
郎
百
姓
代
徳
右
衛
門
」、
43
「
工
匠
同
（
鎌
倉
）
郡
覚
園
寺
前
丈
太
郎
」、
44
「
扇
ケ
谷
山
之
内
覚
園
寺
組
合
」＝
太
子
講
講
員
「
丈
太
郎
」
と
い
う
具
合
に
登
場
す
る
丈
太
郎
の
存
在
で
あ
る
。きも
い
り
こ
の
丈
太
郎
の
三
人
が
年
代
的
に
も
同
人
の
可
能
性
が
高
い
と
す
れ
ば
、
丈
太
郎
は
時
に
大
工
肝
煎
岡
崎
氏
（
鶴
岡
八
幡
宮
寺
大
工
）
に
属
し
て
活
動
す
る
大
工
で
あ
る
と
同
時
に
二
階
堂（
２０
）村
の
名
主
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
工
に
し
て
百
姓
代
で
あ
る
徳
右
衛
門
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
丈
太
郎
は
、
38
の
よ
う
に
金
子
を
「
立
替
」
し
う
る
経
済
的
状
況
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
属
性
を
具
備
し
て
登
場
し
て
き
た
丈
太
郎
の
出
自
如
何
で
あ
る
。
40
42
43
44
に
は
名
字
は
み
え
な
い
が
、
43
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
「
工
匠
」「
覚
園
寺
前
」
の
住
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
と
す
れ
ば
、
や
は
り
大
村
氏
と
い
う
よ
り
も
渋
谷
氏
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
二
階
堂
村
の
名
主
と
な
る
渋
谷
氏
の
登
場
は
、
同
村
同
家
の
歴
史
を
画
す
る
事
態
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
丈
太
郎
の
活
動
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
44
か
ら
数
年
後
の
45
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
秋
か
ら
始
め
て
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
覚
園
寺
「
再
興
」
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
渋
谷
文
司
の
登
場
で
あ
る
（「
薬
師
三
尊
像
胎
内
札
銘
」）。
翌
年
冬
に
客
殿
が
造
営
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
関
係
も
窺
わ
れ
る
（「
渋
谷
文
司
勝
明
位
牌
銘
」）。
時
期
的
に
も
丈
太
郎
と
渋
谷
文
司
と
の
関
連
性
が
窺
わ
れ
る
の
で
、
40
42
43
44
と
45
46
は
一
括
し
て
第
Ⅴ
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
渋
谷
文
司
は
嘉
永
二
年
（
一
八
（１０５）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
四
九
）
四
月
二
十
八
日
の
死
去
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
誕
生
は
第
Ⅳ
段
階
の
十
八
世
紀
末
期
に
し
て
、
そ
の
活
動
時
期
は
、
ま
っ
た
く
丈
太
郎
の
そ
れ
と
重
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
㉚
か
ら
ほ
ぼ
百
年
後
の
天
保
十
四
年
秋
に
渋
谷
文
司
が
覚
園
寺
の「
再
興
」主
体
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
っ（
２１
）た
。
文
政
・
天
保
年
代
と
続
く
混
乱
で
存
立
の
危
機
に
瀕
し
た
覚
園
寺
（
堂
舎
・
御
尊
像
・
植
林
な
ど
）
を
「
再
興
」
せ
ん
と
し
た
渋
谷
文
司
と
は
、
一
体
如
何
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
、
第
一
は
近
世
鎌
倉
で
の
最
大
の
災
害＝
元
禄
地
震
か
ら
の
復
興
に
尽
力
し
ん
し
よ
う
せ
ん
に
ゆ
う
じ
し
た
覚
園
寺
住
職
安
山
心
敞
（
後
の
京
都
泉
涌
寺
住
職
）
の
「
後
胤
」
と
（
称
し
た
と
）
さ
れ
る
こ
と
、
第
二
は
檀
那
と
し
て
再
興
と
い
う
最
大
の
作
善
を
可
能
に
す
る
資
力
を
有
し
た
こ
と
、
第
三
は
そ
の
功
績
を
「
再
興
大
願
主
」
と
記
し
た
の
が
、
鶴
岡
八
幡
宮
寺
供
僧
等
覚
院
淳
雅
で
あ
っ
た
こ
と
、
淳
雅
（
安
政
元
年
〈
一
八
五
四
〉
九
月
二
十
四
日
死
去
）
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
「
一
宇
造
替
」
し
て
お
り
（「
鶴
岡
八
幡
宮
寺
供
僧
次
第
」）、
そ
こ
に
両
者
の
接
点
が
あ
っ
た
か
に
み
え
る
こ
と
、
第
四
は
当
時
鶴
岡
八
幡
宮
寺
供
僧
が
荏
柄
天
神
社
別
当
に
な
る
な
ど
関
係
を
緊
密
に
さ
せ
て
お
り
、「
仏
工
同
村
（
二
階
堂
村
）
荏
柄
立
川
乙
吉
」
も
有
力（
２２
）者
と
し
て
関
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、渋
谷
文
司
は
、覚
園
寺「
再
興
」の
名
分
化
を
覚
園
寺
の
檀
那
と
し
て
以
上
に
先
師
の「
後
胤
」譚
や
鶴
岡
八
幡
宮
寺
供
僧
と
の
関
係
な
ど
で
も
っ
て
図
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
「
発
動
善
心
」
を
可
能
に
す
る
資
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
渋
谷
文
司
の
行
動
に
は
、
先
師
の
「
後
胤
」
譚
に
先
述
の
武
兵
衛
に
よ
る
由
緒
と
伝
統
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
以
上
に
家
格
上
昇＝
身
上
が
り
志
向
が
窺
わ
れ
る
し
、
檀
那
と
し
て
渋
谷
氏
の
そ
れ
も
経
済
的
な
富
を
も
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
点
と
併
せ
て
、
幕
末
期
に
普
遍
的
な
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
る「
世
直
し
」状
況
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
の
行
為
は
、
第
Ⅰ
・
第
Ⅱ
段
階
に
渋
谷
氏
の
始
祖
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
筑
後
守
に
代
っ
て
、
第
Ⅳ
段
階
以
降
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１０６）
の
記
憶
さ
れ
る
べ
き
人
物
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
第
Ⅳ
段
階
の
大
村
家
の
時
代
か
ら
渋
谷
家
の
時
代
へ
の
変
化
の
指
標
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
史
料
的
に
突
如
登
場
す
る
か
に
み
え
る
渋
谷
文
司
の
前
史
が
改
め
て
注
目
さ
れ
る
。
先
述
の
通
り
、
ほ
ぼ
時
間
を
共
有
し
た
40
42
43
44
の
丈
太
郎
と
の
関
係
を
問
え
ば
、
や
は
り
丈
太
郎
の
諸
側
面
（
大
工
・
名
主
）
か
ら
限
り
な
く
渋
谷
文
司
と
同
人
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
現
在
の
わ
た
し
の
見
通
し
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
問
題
は
、
渋
谷
文
司
が
惣
右
衛
門
家
系
か
善
右
衛
門
家
系
か
八
左
衛
門
家
系
か
そ
れ
と
も
別
系
か
と
い
う
そ
れ
に
も
結
び
つ
こ
う
。
そ
の
点
、
こ
の
前
後
の
41「
相
州
文
書
」
段
階
の
「
渋
谷
惣
右
衛
門
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
逆
に
善
右
衛
門
家
は
48
「
渋
谷
善
右
衛
門
」、
49
内
閣
修
史
局
調
査
段
階
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
」、
50
「
同
（
渋
谷
）
善
右
衛
門
」
の
よ
う
に
明
治
十
五
年
以
降
に
な
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
八
左
衛
門
家
は
34
の
宝
暦
十
三
年
以
降
史
料
的
に
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
惣
右
衛
門
家
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
た
現
在
の
わ
た
し
の
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
見
通
し
が
正
し
け
れ
ば
、
丈
太
郎＝
渋
谷
文
司＝
惣
右
衛
門
家
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
第
Ⅲ
段
階
の
渋
谷
氏
一
族
（
惣
右
衛
門
家
・
八
左
衛
門
家
）・
大
村
家
の
時
代
、
第
Ⅳ
段
階
の
大
村
家
の
時
代
、
第
Ⅴ
段
階
の
惣
右
衛
門
家
の
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
の
生
業
の
在
り
方
如
何
も
注
目
さ
れ
る
。
丈
太
郎＝
渋
谷
文
司
の
登
場
が
自
生
的
な
所
産
か
そ
れ
と
も
大
村
家
の
退
転
な
ど
の
対
外
的
条
件
に
よ
る
か
は
不
明
に
せ
よ
、
丈
太
郎＝
渋
谷
文
司
に
み
ら
れ
る
覚
園
寺
再
建
の
営
為
は
、
今
に
歴
史
に
残
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
渋
谷
文
司
の
華
々
し
い
活
動
後
の
幕
末
期
の
渋
谷
氏
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
の
渋
谷
文
だ
い
ゆ
う
ち
よ
う
司
の
死
去
と
47
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
足
柄
上
郡
最
乗
寺
（
南
足
柄
市
大
雄
町
）
多
宝
塔
再
建
に
み
え
る
「
鎌
倉
世
話
方
（１０７）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
幸
吉
」
の
存
在
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
前
者
は
有
力
檀
那
の
死
去
で
あ
り
、
後
者
は
覚
園
寺
の
仕
事
で
は
な
く
遠
く
離
れ
た
最
乗
寺
で
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。第
七
章
覚
園
寺
大
工
渋
谷
氏
の
解
体
―
仮
名
惣
右
衛
門
・
善
右
衛
門
の
消
滅
―
さ
て
、
明
治
維
新
以
降
で
は
、
48
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
葛
原
岡
神
社
創
建
同
志
人
名
簿
に
「
渋
谷
善
右
衛
門
」
が
み
え
る
の
が
最
初
で
、
以
降
確
認
さ
れ
る
の
は
、
49
明
治
十
八
年
の
内
閣
修
史
局
の
採
訪
段
階
の
「
渋
井
（
谷
）
善
右
衛
門
」、
50
明
治
二
十
九
年
の
小
学
校
新
築
用
積
立
金
議
定
書
の
「
渋
谷
安
太
郎
㊞
・
同
万
吉
㊞
・
同
善
右
衛
門
㊞
・
同
佐（
２３
）七
㊞
」、
51
明
治
四
十
四
年
十
月
の
「
渋
谷
孝
助
」・「
大
工
孝（
２４
）助
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
47
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
か
ら
48
明
治
十
五
年
ま
で
の
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
至
る
約
二
十
年
間
が
空
白
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
覚
園
寺
自
体
が
廃
仏
毀
釈
で
大
打
撃
を
う
け
る
と
同
時
に
渋
谷
氏
自
身
「
工
」
身
分
か
ら
の
解
放＝
覚
園
寺
大
工
と
い
う
被
官
関
係
か
ら
の
解
放
と
い
う
大
き
な
変
化
が
存
在
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
点
、
48
49
50
が
覚
園
寺
と
無
関
係
な
の
は
、
示
唆
的
で
あ
る
。
ま
た
明
治
二
年
に
焼
失
し
た
覚
園
寺
庫
裏
の
再
建
の
有
無
を
含
め
て
渋
谷
氏
の
活
動
の
関
与
が
確
認
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
幕
末
の
渋
谷
文
司
の
活
動
の
み
が
、
今
に
伝
え
ら
れ
る
の
も
、
そ
の
関
与
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
の
「
鎌
倉
世
話
方
幸
吉
」
と
最
乗
寺
と
の
関
係
が
「
二
十
年
」
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
も
、
そ
う
し
た
な
か
で
の
所
産
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
前
提
に
渋
谷
氏
の
族
的
性
格
が
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
大
き
く
変
化
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
仮
名
善
右
衛
門
が
ふ
た
た
び
み
ら
れ
る
の
と
は
逆
に
、
仮
名
惣
右
衛
門
が
み
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
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こ
れ
に
は
、
嘉
永
二
年
四
月
の
渋
谷
文
司
の
死
去
以
降
の
惣
右
衛
門
家
の
退（
２５
）転
が
十
分
想
定
さ
れ
る
。
渋
谷
文
司
の
家
系
が
覚
園
寺
門
前
か
ら
鎌
倉
の
別
地
に
転
居
し
た
と
思
わ
れ
る
の
も
、
そ
の
点
と
大
い
に
絡
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
内
閣
修
史
局
採
訪
の
際
に
善
右
衛
門
家
文
書
だ
け
が
採
訪
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
点
と
深
く
関
わ
ろ
う
。
た
だ
善
右
衛
門
家
に
代
わ
っ
て
善
右
衛
門
家
が
ふ
た
た
び
み
え
た
と
は
い
っ
て
も
、
50
明
治
二
十
九
年
の
小
学
校
新
築
用
積
立
金
議
定
書
に
「
渋
谷
安
太
郎
㊞
・
同
万
吉
㊞
・
同
善
右
衛
門
㊞
・
同
佐
七
㊞
」
と
列
記
さ
れ
る
二
階
堂
村
の
渋
谷
氏
の
一
戸
主
に
す
ぎ
ず
、
覚
園
寺
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
ま
た
二
階
堂
村
に
お
い
て
も
、
そ
の
権
勢
と
位
置
が
回
復
さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
家
系
は
、
幕
末
に
み
え
た
幸
吉
の
系
統
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、
仮
名
の
襲
名
が
な
か
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
は
や
戦
国
期
以
来
の
大
工
と
し
て
の
職
能
集
団
の
長
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
激
動
の
な
か
で
渋
谷
氏
は
、
渋
谷
文
司
の
登
場
と
そ
の
退
転
、
惣
右
衛
門
家
の
消
滅
と
門
前
か
ら
の
退
居
、
善
右
衛
門
家
の
ふ
た
た
び
の
登
場
と
そ
の
仮
名
の
消
滅
と
い
う
具
合
に
、
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
惣
右
衛
門
・
善
右
衛
門
と
い
う
戦
国
期
以
来
の
大
工
と
し
て
の
職
能
集
団
渋
谷
氏
は
、
解
体
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
覚
園
寺
大
工
と
い
う
基
本
的
属
性
の
消
滅
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
八
章
覚
園
寺
墓
地
と
渋
谷
氏
―
石
塔
群
を
め
ぐ
っ
て
―
と
こ
ろ
で
、
覚
園
寺
境
内
に
は
新
規
な
も
の
と
は
異
な
る
旧
来
の
檀
家
持
ち
の
墓
地
群
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
別
格
的
な
位
置
を
占
め
る
三
墓
地
が
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
大
野
家
・
石
井
家
の
や
ぐ
ら
（
横
穴
式
の
中
世
墳
墓
）
を
転
用
し
た
墓
地
で
あ
る
。
大
野
家
は
大
森
順
雄
住
職
の
前
住
の
家
系
で
あ
り
、
石
井
家
は
今
泉
の
旧
来
の
檀
家
で
あ
る
。
そ
の
や
ぐ
ら
に
は
定
型
の
（１０９）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
五
輪
塔
四
基
の
み
な
ら
ず
、
五
輪
塔
の
破
片
が
そ
れ
な
り
に
確
認
さ
れ
て
、
や
ぐ
ら
の
典
型
的
遺
構
（
梁
の
跡
な
ど
所
在
）
を
利
用
し
た
も
の
と
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
二
墓
地
が
、
渋
谷
家
墓
地
（
Ａ
・
Ｂ
）
で
あ
る
。
Ａ
墓
地
は
、
や
は
り
旧
来
の
や
ぐ
ら
を
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
現
在
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
九
月
十
三
日
付
「
□
□
信
士
」
の
石
塔
（
舟
型
阿
弥
陀
如
来
像
）
を
最
古
と
す
る
が
、
刻
銘
の
摩
滅
し
た
石
塔
類
も
多
く
、
そ
れ
以
前
の
も
の
が
存
在
し
た
可
能
性
も
高
い
。
そ
れ
は
、
ま
た
渋
谷
氏
の
も
の
と
す
る
確
証
は
な
い
も
の
の
、
五
輪
塔
一
基
の
存
在
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
そ
の
五
輪
塔
は
、
大
野
家
・
石
井
家
の
墓
地
の
も
の
を
含
め
て
、
形
態
か
ら
も
南
北
朝
・
室
町
前
期
頃
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
鎌
倉
で
は
室
町
後
期
・
戦
国
期
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
に
叶
う
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
Ｂ
墓
地
は
、
先
の
二
つ
と
は
異
な
り
旧
来
の
や
ぐ
ら
の
転
用
で
は
な
く
山
を
背
に
し
て
新
た
に
造
成
さ
れ
た
墓
地
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
六
月
二
十
三
日
付
「
妙
杢
信
女
」
の
石
塔
（
舟
型
如
意
輪
観
音
像
）
を
最
古
と
す
る
。
慶
安
年
代
の
石
塔
は
、
鎌
倉
で
も
古
い
方
に
属
す
る
も
の
と
い
う
。
そ
も
そ
も
、
そ
の
覚
園
寺
境
内
の
旧
来
の
檀
家
持
ち
の
墓
地
群
は
、
や
ぐ
ら
の
存
在
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
中
世
段
階
の
墓
地
で
あ
っ
た
場
所
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
近
世
の
檀
家
制
度
の
確
立
に
と
も
な
い
特
定
の
檀
家
の
墓
地
が
設
定
さ
れ
造
築
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ（
２６
）る
。
檀
家
の
渋
谷
氏
な
ど
は
、
中
世
段
階
に
は
み
ず
か
ら
の
共
同
墓
地
（
土
葬
地
）
を
抱
え
て
い
た
と
思
わ
れ
、
事
実
参
道
の
東
側
に
所
在
し
た
渋
谷
氏
の
敷
地
内
か
ら
は
石
塔
類
（
そ
の
な
か
に
は
寿
福
寺
の
伝
「
北
条
政
子
石
塔
」
の
よ
う
な
石
塔
類
を
含
む
と
い
う
）
が
出
土
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
骨
も
多
数
出
土
す
る
と
い（
２７
）う
。
そ
の
意
味
で
、
大
野
家
・
石
井
家
の
墓
地
も
渋
谷
家
の
Ａ
・
Ｂ
墓
地
も
、
あ
る
特
定
の
段
階
以
降
に
整
備
さ
れ
た
も
の
を
土
台
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
そ
の
前
後
来
か
ら
の
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
石
塔
群
も
大
き
な
被
害
を
う
け
た
に
違
い
な
く
、
ま
た
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
種
々
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
に
相
違
な
く
、
現
状
は
あ
く
ま
で
も
現
状
に
千
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す
ぎ
な
い
こ
と
を
十
分
認
識
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
な
か
で
も
、
覚
園
寺
境
内
に
墓
地
が
整
備
さ
れ
る
際
に
、
旧
来
の
や
ぐ
ら
に
墓
地
を
造
築
し
た
渋
谷
氏
（
Ａ
墓
地
）
と
隣
接
し
な
が
ら
別
途
墓
地
を
造
立
し
た
渋
谷
氏
（
Ｂ
墓
地
）、
そ
の
他
に
分
別
さ
れ
た
渋
谷
氏
な
ど
と
の
違
い
を
如
何
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
威
信
財
と
し
て
の
石
塔
群
を
抱
え
る
墓
地
は
、
埋
葬
主
体
と
被
埋
葬
主
体
の
身
分
や
家
格
を
視
覚
的
に
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
然
な
が
ら
以
上
み
て
き
た
善
右
衛
門
家
と
惣
右
衛
門
家
と
の
関
係
如
何
を
も
問
お
う
。
そ
の
点
、
Ａ
墓
地
は
、
現
在
47
文
久
三
年
の
「
鎌
倉
世
話
方
幸
吉
」、
48
明
治
十
五
年
六
月
葛
原
岡
神
社
創
建
同
志
人
名
簿
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
」、
49
明
治
十
八
年
の
内
閣
修
史
局
採
訪
時
の
「
渋
谷
善
右
衛
門
」、
50
明
治
二
十
九
年
の
「
渋
谷
安
太
郎
㊞
・
同
万
吉
㊞
・
同
善
右
衛
門
㊞
・
同
佐
七
㊞
」
に
連
な
る
子
孫
の
方
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
善
右
衛
門
系
の
墓
地
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
墓
地
は
、
歴
代
塔
婆
に
司
の
一
字
が
確
認
さ
れ
て
、
そ
の
子
孫
の
方
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
文
司
と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
。
司
を
通
字
と
す
る
渋
谷
氏
の
存
在
で
あ
る
。
先
に
文
司
を
惣
右
衛
門
系
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
Ｂ
墓
地
は
、
惣
右
衛
門
系
の
墓
地
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
覚
園
寺
境
内
の
旧
来
の
檀
家
持
ち
の
墓
地
群
で
別
格
的
な
位
置
を
占
め
る
三
墓
地
の
う
ち
二
墓
地
が
善
右
衛
門
系
と
惣
右
衛
門
系
に
比
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
本
文
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
族
的
展
開
の
在
り
方
か
ら
し
て
理
解
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
旧
来
の
や
ぐ
ら
に
墓
地
を
構
え
た
善
右
衛
門
系
の
立
ち
位
置
が
窺
わ
れ
よ
う
か
。
そ
れ
は
、「
渋
谷
文
書
」
が
総
じ
て
善
右
衛
門
家
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
通
ず
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（１１１）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
おわ
り
に
以
上
、
鎌
倉
番
匠
に
し
て
覚
園
寺
大
工
と
し
て
戦
国
期
か
ら
近
世
末
期
ま
で
活
動
し
た
渋
谷
氏
（
特
に
善
右
衛
門
家
と
惣
右
衛
門
家
を
中
心
と
し
た
）
の
軌
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
来
文
書
「
渋
谷
文
書
」
と
そ
の
他
の
関
連
史
料
か
ら
不
十
分
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
に
天
文
年
代
初
頭
の
「
大
工
筑
後
守
」
を
初
見
と
す
る
覚
園
寺
大
工
で
あ
る
と
同
時
に
秀
で
た
技
量
で
も
っ
て
古
河
公
方
足
利
義
氏
侍
臣
芳
春
院
周
興
と
被
官
関
係
を
持
つ
と
い
う
族
的
性
格
を
確
立
し
た
こ
と
、
第
二
に
天
正
・
慶
長
年
代
の
後
北
条
氏
滅
亡
・
古
河
公
方
家＝
芳
春
院
消
滅
と
い
う
対
外
的
条
件
の
変
化
の
な
か
で
以
後
本
来
の
覚
園
寺
大
工
と
し
て
の
再
生
が
期
さ
れ
た
こ
と
、
第
三
に
近
世
の
渋
谷
氏
の
軌
跡
は
元
禄
年
代
以
前
に
は
渋
谷
惣
右
衛
門
・
渋
谷
善
右
衛
門
両
家
の
時
代
、
元
禄
年
代
か
ら
延
享
年
代
ま
で
は
渋
谷
惣
右
衛
門
家
・
渋
谷
八
左
衛
門
家
・
大
村
家
の
時
代
、
宝
暦
年
代
か
ら
文
化
年
代
ま
で
は
大
村
家
の
時
代
、
文
政
年
代
か
ら
幕
末
ま
で
は
渋
谷
丈
太
郎＝
渋
谷
文
司＝
惣
右
衛
門
家
の
時
代
と
い
う
諸
段
階
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
、
第
四
に
特
に
渋
谷
文
司
は
大
工
の
み
な
ら
ず
二
階
堂
村
の
名
主
に
な
る
な
ど
幕
末
期
の
「
世
直
し
」
状
況
に
通
底
す
る
足
跡
を
残
し
た
う
え
で
覚
園
寺
の
再
建
に
奔
走
し
た
こ
と
、
第
五
に
そ
の
後
の
幕
末
・
明
治
維
新
か
ら
明
治
中
頃
ま
で
は
惣
右
衛
門
家
に
代
わ
る
形
で
善
右
衛
門
家
が
ふ
た
た
び
み
え
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
仮
名
自
体
が
確
認
で
き
な
く
な
り
、
戦
国
期
以
来
の
仮
名
善
右
衛
門
・
惣
右
衛
門
に
収
斂
さ
れ
て
き
た
大
工
と
し
て
の
職
能
集
団
は
消
滅
し
た
こ
と
、
そ
の
な
か
で
「
渋
谷
文
書
」
自
体
、
散
逸
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
第
六
に
明
治
維
新
に
と
も
な
い
「
工
」
身
分
か
ら
の
解
放
と
被
官
関
係
に
基
づ
く
覚
園
寺
大
工
か
ら
の
解
放
を
え
た
こ
と
、
第
七
に
覚
園
寺
境
内
の
渋
谷
家
墓
地
に
は
近
世
以
降
の
善
右
衛
門
系
と
惣
右
衛
門
系
の
も
の
と
み
ら
れ
る
石
塔
群
が
存
在
し
、
特
に
中
世
以
来
の
や
ぐ
ら
遺
構
に
墓
地
を
構
え
た
善
右
衛
門
系
と
み
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の
立
ち
位
置
を
顕
示
す
る
も
の
と
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１１２）
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
見
通
し
た
次
第
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
断
片
的
な
史
料
か
ら
す
る
仮
説
的
な
見
通
し
が
多
く
、
そ
の
点
で
な
お
全
体
的
な
構
造
分
析
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
史
料
的
な
裏
付
け
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
こ
う
し
た
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
の
検
討
は
、
特
に
鎌
倉
期
の
武
家
都
市
・
宗
教
都
市
と
し
て
称
揚
さ
れ
る
都
市
鎌
倉
の
諸
段
階
に
お
け
る
多
種
多
様
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
一
定
の
有
効
性
を
持
ち
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
先
に
後
藤
・
蒔
田
・
蔵
並
諸
氏
に
注
目
し
た
の
も
、
同
様
な
視
点
か
ら
で
あ
っ
た
。
特
に
今
回
の
渋
谷
氏
は
、
特
定
の
谷（
２８
）戸
に
天
文
年
代
以
前
か
ら
五
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
大
工
と
し
て
活
躍
し
続
け
る
と
い
う
稀
有
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
歴
史
は
、
特
に
戦
国
期
に
お
い
て
は
、
秀
で
た
技
術
水
準
で
も
っ
て
古
河
公
方
侍
臣
芳
春
院
の
被
官
職
人
と
し
て
鎌
倉
・
古
河
な
ど
で
活
躍
す
る
一
面
し
か
伝
来
史
料
は
伝
え
て
い
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
鎌
倉
都
市
民
の
た
め
に
商
職
人
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
れ
が
近
世
に
な
っ
て
頻
発
す
る
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
尽
力
に
繫
が
っ
た
に
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
鎌
倉
番
匠
と
し
て
の
基
本
的
な
属
性
を
尽
く
し
続
け
た
存
在
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
特
定
の
谷
戸
に
集
住
し
た
特
定
の
氏
族
の
歴
史
は
、
一
見
小
さ
な
歩
み
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
鎌
倉
史
と
い
う
以
上
に
列
島
史
の
普
遍
的
な
歩
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
現
在
も
渋
谷
氏
の
よ
う
に
中
世
・
近
世
を
通
じ
て
様
々
な
場
で
活
動
し
続
け
た
鎌
倉
商
職
人
の
痕
跡
を
伝
え
る
氏（
２９
）族
が
存
在
す
る
。
そ
の
検
討
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
注（
１
）
古
河
公
方
足
利
氏
と
鎌
倉
商
職
人
と
の
関
係
を
示
す
存
在
と
し
て
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
以
外
で
は
鎌
倉
鍛
冶
（１１３）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
福
本
氏
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
福
本
氏
の
伝
来
文
書
は
、「
相
州
文
書
」
で
「
旧
家
幸
右
衛
門
所
蔵
五
通
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
明
治
十
八
年
九
月
の
内
閣
修
史
局
の
採
訪
対
象
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
影
写
本
も
謄
写
本
も
架
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。『
改
訂
新
編
相
州
古
文
書
第
四
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
）・『
鎌
倉
市
史
史
料
編
第
三
・
第
四
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）
で
全
文
翻
刻
さ
れ
た
。
な
お
、
注
（
９
）
も
参
照
。
（
２
）
『
明
治
十
八
年
神
奈
川
県
史
料
蒐
集
目
録
六
』
に
は
「
相
模
国
鎌
倉
郡
二
階
堂
村
渋
井
善
右
衛
門
所
蔵
」「
以
上
四
通
装
シ
テ
一
軸
ト
ナ
シ
」
と
み
え
る
。
影
写
本
の
「
渋
井
文
書
」
の
「
井
」
は
後
筆
で
「
谷
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
影
写
本
の
奥
書
「
相
模
国
鎌
倉
郡
二
階
堂
村
渋
井
善
右
衛
門
」
と
い
い
復
命
書
と
い
い
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
渋
谷
が
渋
井
と
誤
認
さ
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
前
後
の
確
認
調
査
に
つ
い
て
は
、
川
本
慎
自
氏
の
御
配
慮
を
え
た
。
記
し
て
拝
謝
す
。
な
お
、「
渋
谷
文
書
」
と
同
時
に
採
訪
さ
れ
た
「
浄
光
明
寺
文
書
」
の
内
閣
修
史
局
修
補
奥
書
（
明
治
十
九
年
五
月
）
の
写
真
版
が
『
特
別
展
こ
も
ん
じ
ょ
ざ
ん
ま
い
―
鎌
倉
ゆ
か
り
の
中
世
文
書
―
』（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
渋
谷
文
書
」（
四
通
）
も
「
一
軸
」
に
さ
れ
て
同
文
の
奥
書
が
付
さ
れ
て
善
右
衛
門
家
に
返
還
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
３
）
な
お
、
本
文
で
記
し
た
よ
う
に
「
渋
谷
文
書
」
七
通
の
構
成
の
う
ち
、「
相
州
文
書
」（
惣
右
衛
門
家
三
通
３
・
４
・
５
）
は
宛
所
が
芳
春
院
宛
と
伝
馬
手
形
な
の
に
対
し
て
、
内
閣
修
史
局
採
訪
の
「
渋
谷
文
書
」（
善
右
衛
門
家
四
通
１
・
２
・
６
・
７
）
は
渋
谷
善
右
衛
門
尉
・
同
惣
右
衛
門
尉
・
同
藤
三
（
↓
善
右
衛
門
尉
）
宛
と
あ
る
の
で
、
構
成
上
の
区
別
が
存
在
し
た
か
に
み
え
る
。
（
４
）
以
下
、
神
〜
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
３
古
代
・
中
世
（
３
下
）』（
一
九
七
九
年
）、
戦
北
〜
『
戦
国
遺
文
後
北
条
氏
編
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
〜
二
〇
〇
〇
年
）、
戦
古
〜
『
戦
国
遺
文
古
河
公
方
編
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）、
南
関
〜
『
南
北
朝
遺
文
関
東
編
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一
七
年
）
の
所
収
番
号
を
示
す
。
な
お
、
文
書
名
は
、
基
本
的
に
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
３
古
代
・
中
世
（
３
下
）』
と
『
戦
国
遺
文
古
河
公
方
編
』
に
よ
っ
た
。
（
５
）
な
お
、
天
正
十
八
年
七
月
十
七
日
付
鶴
隠
周
音
等
書
上
案
（「
瑞
泉
寺
文
書
」
神
九
八
二
三
）
に
「
同
（
鎌
倉
）
芳
春
院
」
が
み
え
る
が
、
こ
の
「
芳
春
院
」
と
松
嶺
・
周
真
と
の
関
係
は
未
考
で
あ
る
。
（
６
）
『
鎌
倉
市
史
近
世
史
料
編
第
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
所
収
。
本
文
書
に
は
本
来
「
二
階
堂
村
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１１４）
「
覚
園
寺
村
」
と
記
し
な
が
ら
、
そ
の
具
体
的
な
仲
間
の
人
名
の
と
こ
ろ
で
は
「
覚
園
寺
」
が
付
さ
れ
た
人
物
は
い
な
い
。
逆
に
「
山
之
内
」「
同
」
を
付
せ
ら
れ
た
人
物
が
十
名
と
異
常
に
多
い
。
そ
の
な
か
に
み
え
る
八
左
衛
門
、
武
兵
衛
、
半
兵
衛
、
忠
兵
衛
は
、
年
代
的
に
も
渋
谷
家
と
大
村
家
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
太
子
講
（
聖
徳
太
子
「
孝
養
像
」
を
祀
る
）
は
、
現
在
も
毎
年
正
月
二
十
二
日
に
宝
戒
寺
の
太
子
堂
で
営
な
ま
れ
て
い
る
。
（
７
）
こ
の
幸
吉
は
、
現
信
夫
・
照
夫
御
兄
弟
の
高
祖
父
に
あ
た
る
（
注
１１
も
参
照
）。
こ
の
作
善
は
、
当
時
の
渋
谷
氏
の
活
動
が
鎌
倉
に
限
ら
ず
広
範
囲
に
及
ん
だ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
多
宝
塔
に
つ
い
て
は
、『
南
足
柄
市
史
８
別
編
寺
社
文
化
財
』（
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。
（
８
）
そ
れ
故
、
同
時
代
の
鶴
岡
八
幡
宮
再
建
工
事
を
記
し
た
「
鶴
岡
造
営
日
記
」・「
快
元
僧
都
記
」（『
神
道
大
系
神
社
編
鶴
岡
』
一
九
七
九
年
）
に
は
そ
の
名
前
は
み
え
な
い
が
、「
鎌
倉
大
工
」（
十
人
）
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。
そ
の
点
は
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
成
立
の
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
に
「
鎌
倉
内
綱
広
鍛
冶
」
と
み
え
る
山
村
氏
、
文
書
で
存
在
が
確
認
さ
れ
る
「
鎌
倉
鍛
冶
」
福
本
氏
が
み
え
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
（
９
）
こ
の
点
、
例
え
ば
、
建
長
寺
大
工
河
内
氏
に
対
す
る
永
正
六
年
五
月
二
十
四
日
付
官
途
書
出
写
（「
当
山
大
工
所
古
書
之
写
」
神
六
四
七
二
）
な
ど
で
官
途
内
匠
助
公
認
の
例
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
大
工
特
有
な
「
内
匠
助
」
で
あ
っ
て
、
一
般
的
な
公
武
に
よ
る
官
途
授
与
と
は
異
な
る
。
後
年
の
慶
長
十
四
年
十
二
月
に
も
「
河
内
宗
（
惣
）
左
衛
門
尉
」
は
、「
依
有
功
労
、
被
成
内
匠
助
候
」
と
み
え
る
（
三
浦
勝
男
「
建
長
寺
蔵
『
当
山
大
工
所
古
書
之
写
』」『
鎌
倉
』
十
九
号
、
一
九
七
〇
年
）。
た
だ
そ
の
前
の
官
途
宗
（
惣
）
左
衛
門
尉
が
如
何
な
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。「
鎌
倉
鍛
冶
」
福
本
氏
も
古
河
公
方
足
利
政
氏
段
階
に
は
そ
の
関
係
が
知
ら
れ
る
が
、
世
襲
官
途
が
公
認
さ
れ
た
の
は
、
史
料
的
に
は
、
元
亀
三
年
段
階
で
あ
っ
た
（「
福
本
文
書
」
戦
古
三
四
一＝
神
六
三
八
六
。
戦
古
九
三
五＝
神
八
〇
八
八
）。
ま
た
古
河
の
商
職
人
福
田
氏
な
ど
へ
の
そ
れ
も
、
史
料
的
に
は
永
禄
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
（「
福
田
家
文
書
」
戦
古
九
三
三
他
）。
残
存
史
料
に
よ
る
限
り
、
永
禄
・
元
亀
年
代
が
画
期
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
贈
答
儀
礼
（
互
酬
儀
礼
）
を
超
え
た
授
与
側
と
被
授
与
側
を
包
み
込
ん
だ
官
途
世
界
の
展
開
の
本
質
が
問
わ
れ
る
（
木
下
聡
「
中
世
に
お
け
る
諸
階
層
の
官
途
受
容
」
中
世
学
研
究
会
編
『
幻
想
の
京
都
モ
デ
ル
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
八
年
）。
（１１５）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
（
１０
）
な
お
、
善
右
衛
門
家
と
惣
右
衛
門
家
の
族
縁
関
係
に
つ
い
て
、
渋
谷
氏
の
初
見
と
さ
れ
る
①
「
大
工
筑
後
守
」
以
降
の
世
代
を
確
認
し
う
る
惣
右
衛
門
家
が
嫡
流
で
善
右
衛
門
家
が
庶
流
と
い
う
見
方
も
あ
り
う
る
が
、
伝
来
文
書
の
在
り
方
や
後
述
の
墓
地
の
在
り
よ
う
か
ら
は
、
逆
な
見
方
も
成
立
し
よ
う
。
ま
た
善
右
衛
門
家
と
惣
右
衛
門
家
が
、「
大
工
筑
後
守
」
の
子
息
・
兄
弟
を
始
点
と
す
る
と
い
う
見
方
も
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
も
確
定
し
う
る
史
料
は
も
ち
ろ
ん
存
在
し
な
い
。
（
１１
）
惣
右
衛
門
家
に
お
い
て
も
、
仮
名
・
呼
称
・
通
称
の
面
で
種
々
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
⑳
以
降
「
惣
（
右
）
衛
門
」
が
必
ず
し
も
使
用
さ
れ
な
い
状
況
の
出
来
で
あ
る
。
た
だ
本
文
で
記
し
た
よ
う
に
㉙
の
「
二
階
堂
村
（
マ
マ
）
増
左
門
」
は
「
二
階
堂
村
惣
右
門
」
の
可
能
性
が
否
定
出
来
ず
、
41
「
相
州
文
書
」
段
階
の
「
渋
谷
惣
右
衛
門
」
に
至
る
ま
で
仮
名
自
体
は
通
称
と
し
て
な
お
存
続
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
内
部
で
は
、
㉖
の
鎌
倉
大
工
仲
間
議
定
に
惣
右
衛
門
家
と
繋
が
る
筑
後
守
の「
玄
孫
」武
兵
衛
や
㉘
の
武
兵
衛
、
吉
兵
衛
精
房
、
七
兵
衛
な
ど
の
名
乗
り
の
人
物
が
み
え
た
り
、
正
徳
・
延
宝
年
代
か
ら
一
世
紀
後
の
46
の
弘
化
三
年
に
檀
那
と
し
て
と
は
い
え
、
文
司
な
る
実
名
使
用
の
人
物
が
み
え
た
り
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
幕
末
に
登
場
す
る
47
幸
吉
（
注
７
）
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
と
て
も
通
称
で
呼
ば
れ
た
り
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
（
１２
）
こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
済
的
事
情
を
含
め
て
皆
目
不
明
な
の
が
現
実
で
あ
る
。
（
１３
）
な
お
、
覚
園
寺
内
の
旧
来
の
檀
家
持
ち
の
墓
地
に
は
、
渋
谷
家
と
と
も
に
大
村
家
の
墓
地
が
複
数
所
在
す
る
。
そ
こ
で
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
三
月
十
三
日
付
「
大
法
師
清
□
」
の
板
碑
型
石
塔
を
最
古
と
す
る
。
伝
来
的
に
そ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
以
前
か
ら
の
活
動
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
第
Ⅲ
段
階
の
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）・
同
五
年
の
夫
婦
（
妙
空
信
女
・
道
空
信
士
）
の
板
碑
型
石
塔
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
大
村
氏
も
、『
鎌
倉
事
典
』
に
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
注
（
１９
）
も
参
照
。
（
１４
）
坪
内
綾
子
「
薬
師
堂
谷
覚
園
寺
と
前
身
寺
院
」（
高
橋
慎
一
朗
編
『
鎌
倉
の
歴
史
谷
戸
め
ぐ
り
の
ス
ス
メ
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
に
よ
る
。
（
１５
）
『
特
別
展
鎌
倉
震
災
史
―
歴
史
地
震
と
大
正
関
東
地
震
―
』（
鎌
倉
国
宝
館
、
二
〇
一
五
年
。
浪
川
幹
夫
氏
編
集
）。
な
お
、
こ
の
元
禄
十
六
年
十
二
月
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
二
十
二
日
説
と
二
十
三
日
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
覚
園
寺
木
造
薬
師
三
尊
坐
像
胎
内
銘
札
」
の
前
者
に
よ
っ
た
。
円
覚
寺
仏
殿
の
柱
臍
墨
書
も
同
様
で
あ
る
。
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１１６）
（
１６
）
『
神
奈
川
県
指
定
重
要
文
化
財
旧
内
海
家
住
宅
移
築
修
理
工
事
報
告
書
』（
覚
園
寺
、
一
九
八
一
年
）
は
、「
当
住
宅
の
建
立
に
あ
た
っ
た
鎌
倉
大
工
の
渋
谷
吉
兵
衛
精
房
は
名
乗
り
と
当
住
宅
の
様
式
技
法
よ
り
相
当
の
大
工
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
評
価
す
る
。
筑
後
守
以
来
の
秀
で
た
技
術
水
準
が
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
象
徴
す
る
事
例
で
あ
る
。
な
お
、
旧
内
海
家
住
宅
は
、
現
在
覚
園
寺
内
に
移
築
さ
れ
て
い
る
（
非
公
開
）。
こ
（
１７
）
な
お
、
36
に
「
木
挽
頭
善
右
衛
門
」（「
木
挽
善
右
衛
門
」）
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
、
建
長
寺
大
工
河
内
氏
と
と
も
に
活
動
し
た
木
び
き挽
善
右
衛
門
家
（
名
字
不
詳
）
で
、
覚
園
寺
大
工
の
渋
谷
善
右
衛
門
家
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
（
１８
）
例
え
ば
、
覚
園
寺
に
よ
る
江
戸
御
開
帳
が
初
め
て
計
画
さ
れ
た
の
は
元
禄
二
年
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
、
寺
院
経
済
の
変
化
と
絡
む
も
の
で
あ
ろ
う
（
大
森
『
覚
園
寺
と
鎌
倉
律
宗
の
研
究
』）。
ま
た
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
十
二
月
八
日
付
覚
園
寺
長
老
宛
将
軍
足
利
尊
ぼ
く
が
い
し
じ
ゆ
ん
氏
御
教
書
（「
覚
園
寺
文
書
」
神
四
二
八
二＝
南
関
二
六
一
九
）
に
絡
む
一
連
の
朴
艾
思
淳
書
状
（「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
宝
燭
宝
典
第
二
・
四
・
五
・
七
・
十
・
十
一
裏
文
書
」
神
四
二
八
三
〜
四
二
八
八
・
四
二
九
〇
）
が
現
在
前
田
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
の
も
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
前
田
綱
紀
の
鎌
倉
史
料
採
訪
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
流
出
文
書
と
い
え
ば
、
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
六
月
二
十
一
日
付
覚
園
寺
長
老
宛
足
利
尊
氏
御
教
書
（「
建
長
寺
文
書
」
神
四
一
七
〇＝
南
関
二
二
八
五
）
は
、
現
在
宛
所
が
削
除
さ
れ
て
建
長
寺
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
四
月
二
十
五
日
付
覚
園
寺
長
老
宛
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
御
教
書
（「
建
長
寺
文
書
」
神
五
四
七
三
）
も
、
現
在
建
長
寺
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
応
永
二
十
六
年
六
月
三
日
付
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
御
教
書
（「
建
長
寺
文
書
」
神
五
五
八
九
）
も
、
現
在
宛
所
が
削
除
さ
れ
て
建
長
寺
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
二
月
二
十
三
日
付
覚
園
寺
長
老
宛
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏
御
教
書
（「
相
州
文
書
所
収
鎌
倉
郡
覚
園
寺
文
書
」
神
四
三
九
五＝
南
関
二
九
九
六
）
は
、「
相
州
文
書
」
段
階
か
ら
明
治
十
九
年
段
階
に
は
浄
智
寺
蔵
に
帰
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。「
相
州
文
書
」
段
階
以
降
に
散
逸
し
た
重
要
な
文
書
も
多
い
。
様
々
な
代
価
の
対
象
と
し
て
「
覚
園
寺
文
書
」
が
流
出
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
廃
仏
毀
釈
後
に
は
、
山
門
・
鐘
楼
ま
で
建
長
寺
の
手
に
渡
っ
た
と
い
う
（『
鎌
倉
市
史
社
寺
編
』）。
（
１９
）
例
え
ば
、
50
明
治
二
十
九
年
の
小
学
校
新
築
用
積
立
金
議
定
書
に
署
名
し
た
「
二
階
堂
」
の
三
十
八
名
の
な
か
に
、
大
村
氏
は
一
人
も
み
え
な
い
。
ま
た
現
在
薬
師
堂
谷
・
門
前
に
大
村
家
は
一
軒
も
確
認
さ
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
大
村
家
は
今
も
覚
園
寺
の
有
力
檀
家
で
（１１７）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
あ
り
続
け
て
お
り
、
先
述
の
通
り
、
覚
園
寺
境
内
の
旧
来
の
檀
家
持
ち
の
墓
地
に
渋
谷
氏
と
な
ら
ん
で
広
い
一
画
を
有
し
て
い
る
。
大
村
姓
は
、
現
在
瑞
泉
寺
周
辺
と
大
蔵
周
辺
に
多
い
と
い
う
。
注
（
１３
）
も
参
照
。
（
２０
）
「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
段
階
の
二
階
堂
村
の
「
民
戸
」
は
「
四
十
五
」
で
あ
る
。
（
２１
）
も
ち
ろ
ん
、
次
章
で
述
べ
る
覚
園
寺
境
内
の
旧
来
の
檀
家
持
ち
墓
地
の
一
画
を
占
め
る
渋
谷
家
墓
地
（
Ｂ
）
の
な
か
に
、
そ
の
間
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
八
月
□
□
日
付
忍
光
信
女
の
石
塔
（
舟
型
合
掌
地
蔵
像
）、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
十
一
月
二
十
三
日
付
清
真
宝
蓮
法
尼
の
舟
型
石
塔
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
三
月
二
十
二
日
付
秀
覚
信
士
の
石
塔
（
舟
型
地
蔵
菩
薩
像
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
（
２２
）
こ
の
立
川
乙
吉
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
七
月
の
「
相
州
鎌
倉
二
階
堂
村
大
塔
宮
御
廟
修
復
勧
進
帳
」
に
も
「
同
州
（
相
州
）
同
処
（
鎌
倉
二
階
堂
村
）
荏
柄
村
世
話
人
立
川
乙
吉
」
と
み
え
る
（
松
谷
文
吾
「
鎌
倉
紙
魚
風
土
記
（
六
）」『
鎌
倉
』
九
号
、
一
九
六
三
年
）。
50
明
治
二
十
九
年
の
小
学
校
新
築
用
積
立
金
議
定
書
に
も
、「
二
階
堂
」
立
川
和
吉
・
角
太
郎
・
辰
五
郎
の
三
人
が
み
え
る
。
現
在
も
立
川
工
務
店
が
確
認
さ
れ
る
。
（
２３
）
こ
れ
は
、
当
時
の「
鎌
倉
町
字
二
階
堂
」の
戸
主
三
十
八
名
が
署
名
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
四
名
が
渋
谷
氏
で
あ
る
。
な
お
、
万
吉
は
幸
吉
の
子
息
で
、
現
在
の
渋
谷
信
夫
・
照
夫
御
兄
弟
の
曾
祖
父
に
あ
た
る
。
（
２４
）
な
お
、
51
明
治
四
十
四
年
に
み
え
る
「
渋
谷
孝
助
」（「
大
工
孝
助
」）
の
家
系
は
、
現
在
不
明
で
あ
る
。
（
２５
）
こ
れ
も
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
未
検
討
で
あ
る
。
（
２６
）
こ
の
点
、『
覚
園
寺
と
鎌
倉
律
宗
の
研
究
』
所
載
「
覚
園
寺
編
年
紀
」（
大
森
淳
子
作
成
）
は
「
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）」「
こ
の
頃
、
当
寺
檀
家
墓
域
に
、
寛
永
、
正
保
、
慶
安
、
承
応
の
年
紀
の
あ
る
墓
石
が
散
見
す
る
の
は
、
す
で
に
諸
地
方
の
寺
領
は
失
な
わ
れ
、
衆
僧
は
離
散
し
古
来
の
学
問
所
、
祈
願
所
の
山
風
は
ほ
ろ
び
て
時
代
の
流
れ
と
共
に
滅
罪
を
主
と
す
る
寺
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
、
と
い
う
事
で
あ
る
」
と
解
説
す
る
。
た
だ
悉
皆
調
査
が
現
在
で
き
て
お
ら
ず
、「
寛
永
」「
正
保
」
年
代
の
も
の
を
確
認
し
て
い
な
い
。
今
後
「
寛
永
」
年
代
の
石
塔
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
鎌
倉
で
の
寛
永
年
代
の
石
塔
は
、
日
蓮
宗
寺
院
本
覚
寺
（
鎌
倉
市
小
町
）
で
刀
鍛
冶
山
村
家
の
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
の
も
の
が
確
認
さ
れ
る
程
度
な
の
で
、
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
ろ
う
。
な
お
、
ど
の
檀
家
か
の
も
の
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
十
一
月
十
二
日
に
造
立
さ
れ
た
石
塔
に
は
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
正
月
二
十
九
日
死
去
の
先
祖
の
夫
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１１８）
婦
銘
が
み
え
る
。
同
時
代
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
慶
長
年
代
の
祖
先
の
存
在
を
示
す
点
で
は
、
貴
重
な
石
塔
で
あ
る
。
（
２７
）
な
お
、
当
該
地
域
で
の
正
式
な
発
掘
調
査
報
告
書
に
は
、『
覚
園
寺
旧
境
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
―
二
階
堂
字
會
下
３
３
１
番
外
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
―
』（
鎌
倉
遺
跡
調
査
会
、
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。
覚
園
寺
と
い
え
ば
、
す
ぐ
さ
ま
裏
山
の
「
百
八
や
ぐ
ら
」
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
谷
全
体
が
や
ぐ
ら
の
世
界
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
覚
園
寺
門
前
で
も
、
自
然
災
害
の
折
り
に
や
ぐ
ら
の
痕
跡
が
随
時
み
ら
れ
る
と
い
う
。
（
２８
）
「
鎌
倉
時
代
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
が
今
日
に
存
続
す
る
薬
師
堂
谷
は
、
戦
後
も
大
規
模
な
改
変
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
今
に
至
っ
て
お
り
、
中
世
以
来
の
鎌
倉
の
谷
戸
の
姿
を
留
め
た
好
例
と
言
え
よ
う
」（
注
１４
）
と
さ
れ
る
空
間
に
渋
谷
氏
が
何
時
頃
定
住
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
の
生
れ
の
「
大
工
筑
後
守
」
が
天
文
年
代
に
活
躍
し
て
い
る
以
上
、
少
な
く
て
も
十
五
世
紀
中
頃
以
前
来
な
ん
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
来
、
あ
の
狭
い
空
間
に
渋
谷
氏
一
族
が
大
工
の
活
動
世
界
を
造
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
往
時
の
居
住
空
間
は
土
壌
の
関
係
か
ら
参
道
の
東
側
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
薬
師
堂
川
の
最
下
流
の
流
路
は
、
近
年
変
更
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
そ
れ
以
前
は
曲
線
し
て
水
田
に
流
れ
込
ん
で
い
た
と
い
う
）。
谷
戸
故
に
、
逆
に
自
然
災
害
（
土
砂
災
害
）
に
直
面
し
や
す
か
っ
た
面
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
参
道
の
東
側
に
所
在
し
た
現
在
の
渋
谷
信
夫
・
照
夫
御
兄
弟
の
渋
谷
家
（
祖
父
亀
吉
・
父
利
夫
氏
の
代
）
も
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
で
被
害
を
う
け
て
現
在
地
（
参
道
入
口
の
西
側
・
写
真
６
）
に
移
っ
た
と
い
う
（
そ
の
際
に
伝
来
史
料
の
す
べ
て
が
失
わ
れ
た
と
い
う
）。
ま
た
天
明
三
年（
一
七
八
三
）・
四
年
の
飢
饉
で
俣
野
（
横
浜
市
戸
塚
区
）
に
転
居
し
た
渋
谷
七
家
も
あ
っ
た
と
い
う
。
（
２９
）
例
え
ば
、
湯
山
学『
南
関
東
中
世
史
論
集
五
鎌
倉
北
条
氏
と
鎌
倉
山
ノ
内
』（
私
家
版
、
一
九
九
九
年
）
や
阿
部
浩
一
「
戦
国
大
名
領
下
の
『
蔵
』
の
機
能
と
展
開
」（『
戦
写真６ 覚園寺参道入口（西側 渋谷家）
（１１９）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
国
期
の
徳
政
と
地
域
社
会
』吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
。
初
出
一
九
九
四
年
）で
紹
介
・
検
討
さ
れ
た
小
泉
氏
な
ど
。
中
世
段
階
で
は
、
「
小
泉
文
書
」（
神
六
八
一
三＝
戦
北
二
八
四
・
神
九
三
八
三＝
戦
北
三
九
二
九
）
の
「
小
泉
源
さ
へ
も
ん
」・「
小
泉
藤
右
衛
門
尉
」、
長
勝
寺
鰐
口
銘
（
戦
北
四
八
二
〇
）
の
「
鎌
倉
住
人
小
泉
外
木
（
記
）
助
」、「
快
元
僧
都
記
」
の
「
外
記
助
」
な
ど
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
注
（
１
）
で
述
べ
た
「
鎌
倉
鍛
冶
」
福
本
氏
の
活
動
も
注
目
さ
れ
る
。
〈
付
記
〉
本
稿
執
筆
の
過
程
で
、
天
文
期
の
「
大
工
筑
後
守
」
以
来
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
て
、
現
在
な
お
覚
園
寺
門
前
で
「
渋
谷
工
務
店
」
を
構
え
、
生
業
を
続
け
て
お
ら
れ
る
渋
谷
信
夫
・
照
夫
御
兄
弟
か
ら
種
々
貴
重
な
お
話
を
お
聞
き
出
来
た
の
は
、
果
報
で
あ
り
仏
縁
で
あ
っ
た
。
そ
の
永
久
の
御
栄
え
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
渋
谷
家
墓
地
（
非
公
開
）
の
調
査
は
、
覚
園
寺
住
職
仲
田
順
昌
師
と
渋
谷
氏
一
族
の
方
々
の
御
許
可
を
え
た
う
え
で
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
斎
木
明
美
さ
ん
か
ら
種
々
万
端
貴
重
な
御
教
示
を
頂
い
た
。
ま
た
関
係
史
料
・
文
献
の
閲
覧
の
面
で
は
、
国
立
公
文
書
館
・
横
浜
市
立
大
学
図
書
館
・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
図
書
閲
覧
室
・
横
浜
市
立
図
書
館
・
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
・
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
の
御
配
慮
を
頂
い
た
。
併
せ
記
し
拝
謝
す
。
（
二
〇
一
八
・
一
〇
・
二
）
（
補
注
１
）『
新
横
須
賀
市
史
資
料
編
古
代
・
中
世
補
遺
』（
二
〇
一
一
年
）
収
録
の
「
高
野
山
高
室
院
文
書
相
州
川
西
月
牌
帳
」（
史
料
番
号
三
一
九
八
）
に
「
相
州
カ
マ
ク
ラ
覚
音
（
園
）
寺
ノ
内
為
父
惣
右
衛
門
立
之
浄
盛
慶
長
十
七
年
四
月
十
二
日
」・「
同
所
為
惣
右
衛
門
母
也
妙
光
禅
尼
慶
長
十
七
年
四
月
十
一
日
」
と
あ
る
の
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
、
慶
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１２０）
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
四
月
十
一
日
と
十
二
日
付
で
父
浄
盛
・
母
妙
光
禅
尼
の
供
養
を
子
息
惣
右
衛
門
が
高
野
山
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
惣
右
衛
門
が
渋
谷
氏
な
こ
と
は
、
相
模
鎌
倉
覚
園
寺
「
内
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
間
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
⑭
の
慶
長
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
に
続
く
史
料
と
な
る
。
⑭
段
階
の
惣
右
衛
門
の
父
浄
盛
が
慶
長
十
七
年
四
月
十
二
日
ま
で
に
死
去
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
浄
盛
は
⑥
「
棟
梁
渋
屋
宗
右
衛
門
尉
盛
次
」（
俗
名
盛
次
↓
法
名
浄
盛
）、そ
の
子
息
惣
右
衛
門
が
寛
永
年
代
に
み
え
る
惣
右
衛
門（
⑮
⑯
⑰
）と
見
通
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
（
補
注
２
）『
寒
川
町
史
１０
別
編
寺
院
』（
一
九
九
七
年
）
収
録
の
高
野
山
高
室
院
蔵
「
文
化
七
年
六
月
川
東
廻
檀
中
日
並
」（
史
料
番
号
一
五
九
）
の
二
十
三
日
条
に
「
荏
柄
」「
門
前
名
主
立
川
伝
右
衛
門
殿
」、「
二
階
堂
名
主
石
井
佐
次
右
衛
門
殿
」、
「
覚
恩
（
園
）
寺
」「
門
前
名
主
大
村
源
左
衛
門
殿
」
が
み
え
る
。
（
二
〇
一
八
・
一
二
・
三
。
初
校
に
際
し
て
）
（１２１）
戦
国
期
都
市
鎌
倉
の
商
職
人
の
軌
跡
―
―
―
鎌
倉
番
匠
渋
谷
氏
の
場
合
―
―
―
